
ゴ
ー
ン
前
会
長
の
逮
捕
後
初

者
庁
か
ら
、
端
末
代
金
と
通

信
料
金
を
一
体
化
し
た
大
手

の
従
来
プ
ラ
ン
は
複
雑
で
分

か
り
に
く
い
と
批
判
が
あ
っ

た
。
利
用
者
が
自
由
に
選
択

で
き
る
明
瞭
な
料
金
体
系
に

改
め
、
格
安
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
事
業
者
や
新
規
参
入
す
る

楽
天
を
含
め
た
競
争
を
促

す
。

　

一
体
化
プ
ラ
ン
は
、
広
く

利
用
者
か
ら
集
め
た
通
信
料

金
が
端
末
割
引
の
原
資
と

な
っ
て
お
り
、
通
信
料
金
の

高
止
ま
り
の
要
因
と
さ
れ

る
。
頻
繁
に
端
末
を
買
い
替

え
る
人
の
割
引
を
、
他
の
人

の
通
信
料
金
で
負
担
し
て
い

　
【
パ
リ
共
同
＝
永
田
潤
】
世
耕
弘
成
経
済
産
業
相
は
２
２
日
、
パ
リ
で
フ
ラ
ン
ス

の
ル
メ
ー
ル
経
済・財
務
相
と
会
談
し
た
。
日
産
自
動
車
の
前
会
長
カ
ル
ロ
ス・ゴ
ー

ン
容
疑
者
の
逮
捕
を
受
け
て
意
見
を
交
わ
し
「
日
産
と
（
フ
ラ
ン
ス
大
手
）
ル
ノ
ー

の
連
合
が
協
力
関
係
を
維
持
す
る
意
思
を
両
国
政
府
は
強
く
支
持
す
る
」
と
の
共

同
声
明
を
発
表
し
た
。

日
仏
閣
僚
会
談
、
沈
静
化
図
る

り
」
は
顧
客
を
拘
束
す
る
と

し
て
禁
止
し
、
電
気
通
信
事

業
法
の
改
正
も
視
野
に
入
れ

る
こ
と
を
盛
り
込
む
。

　

海
外
に
比
べ
高
額
と
指
摘

さ
れ
る
料
金
の
値
下
げ
に
道

筋
を
付
け
る
狙
い
で
、
２
６

日
に
も
公
表
す
る
。
政
府
の

規
制
改
革
推
進
会
議
や
消
費

　
【
共
同
】
総
務
省
の
有
識

者
会
議
が
、
携
帯
電
話
料
金

引
き
下
げ
に
向
け
て
取
り
ま

と
め
る
緊
急
提
言
の
概
要
が

２
３
日
、
分
か
っ
た
。
端
末

購
入
代
金
と
月
々
の
通
信
料

金
の
完
全
分
離
を
事
業
者
に

義
務
付
け
、「
分
離
プ
ラ
ン
」

の
導
入
を
求
め
た
。
４
年
間

の
分
割
払
い
を
前
提
に
端
末

代
金
を
割
り
引
く
「
４
年
縛

総
務
省
有
識
者
会
議
提
言
へ

日産ルノー連合の継続支持携
帯
値
下
げ
、
４
年
縛
り
禁
止

端
末
・
通
信
料
「
完
全
分
離
」

国
境
一
時
閉
鎖
、
異
例
の
訓
練

米
、
移
民
の
不
法
入
国
警
戒

団
に
対
す
る
強
硬
姿
勢
を
改

め
て
示
す
狙
い
が
あ
り
そ
う

だ
。

　

一
方
、
テ
ィ
フ
ア
ナ
で
は

移
民
ら
約
５
０
０
人
が
収
容

施
設
か
ら
国
境
近
く
ま
で
デ

モ
行
進
し
、
米
国
へ
の
早
期

受
け
入
れ
を
訴
え
た
。
多
数

の
警
官
が
警
戒
に
当
た
っ
た

が
混
乱
は
な
か
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は

２
２
日
、
メ
キ
シ
コ
が
移
民

集
団
を
巡
り
十
分
な
対
応
を

し
な
け
れ
ば
「
国
境
を
一
定

期
間
封
鎖
す
る
」
と
強
調
、

さ
ら
に
警
戒
を
強
め
る
考
え

を
示
し
た
。
感
謝
祭
休
暇
先

の
南
部
フ
ロ
リ
ダ
州
で
記
者

団
に
述
べ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
ま
た
、
移

民
ら
の
暴
徒
化
に
備
え
、
国

境
に
派
遣
し
た
米
軍
に
武
器

使
用
権
限
を
認
め
た
こ
と
も

明
ら
か
に
し
た
。
米
軍
の
任

務
は
バ
リ
ケ
ー
ド
設
置
な
ど

後
方
支
援
に
限
定
さ
れ
て
い

た
が
、
役
割
が
拡
大
さ
れ
た

形
だ
。

　

米
側
に
通
勤
す
る
メ
キ
シ

コ
人
が
日
常
的
に
利
用
し
て

い
る
サ
ン
イ
シ
ド
ロ
は
、
世

界
で
も
最
も
往
来
の
激
し
い

国
境
検
問
所
の
一
つ
。
訓
練

で
は
武
装
し
た
当
局
者
ら
約

内
定
学
生
、
６
６
％
が
辞
退
経
験

人
手
不
足
で
最
高
を
更
新

大
阪
Ｇ
２
０
「
日
本
支
え
る
」

Ｅ
Ｕ
閣
僚
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
改
革
で

　
【
テ
ィ
フ
ア
ナ
共
同
】
米

税
関
・
国
境
警
備
局
は
２
２

日
、
中
米
諸
国
か
ら
米
国
を

目
指
す
移
民
集
団
（
キ
ャ
ラ

バ
ン
）
の
不
法
入
国
を
想
定

し
、
米
西
部
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
と
メ
キ

シ
コ
北
西
部
テ
ィ
フ
ア
ナ
を

つ
な
ぐ
サ
ン
イ
シ
ド
ロ
国
境

検
問
所
を
一
時
閉
鎖
す
る
異

例
の
訓
練
を
行
っ
た
。
テ
ィ

フ
ア
ナ
に
は
既
に
約
５
千
人

の
移
民
が
到
着
し
て
お
り
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
移
民
集

　
【
北
京
、
東
京
共
同
】
中

国
政
府
が
東
シ
ナ
海
上
空
に

防
空
識
別
圏
を
設
定
し
て
か

ら
２
３
日
で
５
年
。
東
シ
ナ

海
で
の
戦
力
は
向
上
し
て
活

動
も
活
発
化
し
、
日
本
や
米

国
と
の
間
で
空
の
緊
張
が
高

ま
る
。
南
シ
ナ
海
上
空
へ
の

防
空
圏
設
定
の
具
体
的
な
動

き
は
な
い
が
、
南
シ
ナ
海
で

軍
事
拠
点
化
を
進
め
て
お

り
、
将
来
的
な
設
定
へ
の
環

境
を
整
え
て
い
る
と
み
ら
れ

て
い
る
。

　

中
国
国
営
中
央
テ
レ
ビ
は

今
年
２
月
、
東
シ
ナ
海
を
管

轄
す
る
東
部
戦
区
の
空
軍
部

隊
を
取
材
。
防
空
圏
設
定
以

降
「
特
殊
状
況
を
処
理
す
る

た
め
の
戦
闘
機
の
離
陸
」
が

年
間
数
百
回
あ
る
こ
と
や
、

米
軍
機
や
自
衛
隊
機
に
対
し

て
緊
急
発
進
（
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
）
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
る

こ
と
を
伝
え
た
。

　

日
本
の
防
衛
省
幹
部
は

「
中
国
の
レ
ー
ダ
ー
探
知
能

力
は
年
々
向
上
し
て
お
り
、

沖
縄
か
ら
自
衛
隊
機
が
飛
ん

だ
瞬
間
に
捉
え
ら
れ
て
い

る
」
と
明
か
す
。
戦
闘
機
も

２
０
０
人
が
隊
列
を
組
ん
で

検
問
所
を
封
鎖
。
発
煙
筒
の

よ
う
な
も
の
が
た
か
れ
、
上

空
で
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
旋

回
す
る
な
ど
、
周
囲
は
物
々

し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

い
」
と
し
て
ト
ラ
ン
プ
米
政

権
の
対
中
政
策
を
批
判
。

　
「（
貿
易
戦
争
は
）
世
界
経

済
に
と
っ
て
良
く
な
い
。
勝

者
は
い
な
い
」
と
述
べ
、
月

末
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
始
ま

る
Ｇ
２
０
首
脳
会
合
の
米
中

首
脳
会
談
で
状
況
を
沈
静
化

さ
せ
る
よ
う
求
め
た
。

　

Ｅ
Ｕ
は
今
月
１
２
日
、
Ｗ

Ｔ
Ｏ
加
盟
国
が
補
助
金
な
ど

自
国
産
業
へ
の
優
遇
措
置
を

通
知
な
く
続
け
れ
ば
、
ル
ー

ル
違
反
と
し
て
制
裁
す
る
Ｗ

Ｔ
Ｏ
改
革
案
を
日
米
と
共
に

提
示
し
た
。

　

た
だ
マ
ル
ム
ス
ト
ロ
ー
ム

氏
は
「
改
革
は
中
国
な
く
し

て
は
不
可
能
」
と
断
言
。
Ｗ

Ｔ
Ｏ
は
中
国
の
国
益
に
か

な
っ
て
い
る
と
説
得
し
、
中

国
を
改
革
に
参
画
さ
せ
る
こ

と
で
前
進
で
き
る
と
訴
え

た
。

イ
ン
や
焼
酎
の
規
制
緩
和
、

日
本
酒
や
一
部
和
牛
な
ど
の

地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護

に
よ
り
、
日
本
の
農
産
品
の

Ｅ
Ｕ
市
場
参
入
が
容
易
に
な

る
と
強
調
し
た
。

　

Ｅ
Ｐ
Ａ
本
体
か
ら
切
り
離

し
た
投
資
協
定
に
つ
い
て

は
、
投
資
家
と
受
け
入
れ
国

と
の
紛
争
解
決
手
段
で
日
Ｅ

Ｕ
の
隔
た
り
が
目
立
ち
、
合

意
の「
時
期
は
分
か
ら
な
い
」

が
、
年
明
け
に
Ｅ
Ｕ
側
交
渉

チ
ー
ム
が
訪
日
し
、
交
渉
加

速
を
図
る
と
話
し
た
。

　

マ
ル
ム
ス
ト
ロ
ー
ム
氏

は
、
中
国
政
府
に
よ
る
巨
額

の
産
業
補
助
金
や
、
進
出
企

業
に
対
す
る
技
術
移
転
の
強

要
を
問
題
視
す
る
半
面
、「
関

税
戦
争
や
貿
易
戦
争
で
中
国

を
変
え
ら
れ
る
と
は
思
わ
な

キ
ャ
バ
ク
ラ
で

政
治
活
動
？

自
民
支
部
、
代
金
返
還
へ

中
国
空
軍
の
活
動
活
発
化

東
シ
ナ
海
、
防
空
圏
設
定
５
年

逮
捕
の
翌
日
に
電
話
会
談

し
、
両
社
の
提
携
を
「
強
力

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
再

確
認
し
た
」
と
の
共
同
声
明

を
出
し
て
い
た
。

「
こ
れ
は
ひ
ど
い
」
驚
き
も

　
【
共
同
】
就
職
活
動
で
企

業
の
内
定
を
得
た
２
０
１
９

年
春
卒
業
予
定
の
大
学
生
の

う
ち
、
内
定
を
辞
退
し
た
経

験
が
あ
る
人
の
割
合
を
示
す

「
辞
退
率
」
が
６
６
・
０
％

（
１
０
月
１
日
時
点
）
だ
っ

た
こ
と
が
２
３
日
、
就
職
情

報
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
リ
ク

ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
（
東
京
）

の
調
査
で
分
か
っ
た
。
比
較

で
き
る
１
３
年
卒
以
降
で
は

前
年
（
１
８
年
卒
）
同
時
点

の
６
４
・
６
％
に
続
き
、
過

去
最
高
を
更
新
し
た
。

　

人
手
不
足
に
悩
む
企
業
は

積
極
的
に
内
定
を
出
す
も
の

の
、
辞
退
者
の
増
加
で
新
卒

確
保
に
苦
労
し
て
い
る
状
況

が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　

リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
就

職
み
ら
い
研
究
所
の
増
本
全

所
長
は
「
人
手
不
足
が
深
刻

な
流
通
や
建
設
業
を
中
心
に

多
め
に
内
定
が
出
て
い
る
。

今
後
も
採
用
予
定
数
は
増
加

や
維
持
が
続
き
、
企
業
に

と
っ
て
状
況
は
一
段
と
悪
く

な
る
」
と
分
析
し
た
。

　

内
定
辞
退
率
は
１
３
年
卒

が
４
５
・
９
％
だ
っ
た
。
上

昇
傾
向
が
続
き
、
１
６
年
卒

以
降
は
６
０
％
台
で
高
止
ま

り
し
て
い
る
。
複
数
の
内
定

を
得
た
学
生
が
企
業
を
絞
り

込
ん
で
内
定
を
辞
退
し
て
い

る
。
１
社
だ
け
得
た
が
、
別

た
。
一
方
、
日
産
は
現
在
の

形
で
の
連
合
維
持
を
望
む
。

世
耕
氏
は
会
談
後
、
記
者
団

に
「
連
合
の
関
係
が
安
定
的

に
続
く
こ
と
が
非
常
に
重
要

だ
と
い
う
こ
と
も
確
認
し

た
」
と
述
べ
、
現
在
の
連
合

の
形
が
望
ま
し
い
と
の
考
え

を
に
じ
ま
せ
た
。
さ
ら
に
世

耕
氏
は
「
今
後
の
連
合
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
関
係
者
が

合
意
納
得
し
た
上
で
進
め
る

こ
と
が
重
要
だ
」と
語
っ
た
。

　

ル
ノ
ー
は
ゴ
ー
ン
容
疑
者

の
ト
ッ
プ
解
任
を
先
送
り
し

た
が
、
日
産
は
会
長
職
を
解

い
た
。
世
耕
氏
は
解
任
に
関

し
「（
ル
メ
ー
ル
氏
と
）
情

報
交
換
は
し
た
が
、
議
論
は

し
て
い
な
い
。
民
間
企
業
に

関
す
る
こ
と
だ
」と
述
べ
た
。

　

世
耕
氏
は
、
日
本
が
大
阪

誘
致
を
図
る
２
０
２
５
年
国

際
博
覧
会
（
万
博
）
の
開
催

地
を
決
め
る
博
覧
会
国
際
事

務
局
（
Ｂ
Ｉ
Ｅ
）
総
会
参
加

の
た
め
、
パ
リ
を
訪
問
。
会

談
で
は
誘
致
の
件
や
世
界
貿

易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
改
革
も

話
し
合
っ
た
。

　

世
耕
氏
と
ル
メ
ー
ル
氏
は

日
産
取
締
役
会
、
詳
細
を
説

明
　
【
共
同
】「
こ
れ
は
ひ
ど
い
」

―
。
２
２
日
に
日
産
自
動
車

が
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
容
疑

者
の
代
表
取
締
役
会
長
職
を

解
任
す
る
た
め
開
い
た
取
締

役
会
。
関
係
者
へ
の
取
材
に

よ
る
と
、
提
出
さ
れ
た
ゴ
ー

ン
容
疑
者
の
不
正
に
関
す
る

具
体
的
な
資
料
を
見
た
取
締

役
ら
か
ら
は
驚
き
の
声
が
相

次
い
だ
。「
び
っ
く
り
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の

か
」

捕
以
来
、
日
仏
の
閣
僚
が

会
っ
て
協
議
す
る
の
は
初
。

　

連
合
の
在
り
方
を
巡
っ
て

ル
ノ
ー
側
と
日
産
の
間
で
意

見
の
隔
た
り
が
あ
る
。
ル

ノ
ー
筆
頭
株
主
の
フ
ラ
ン
ス

政
府
は
、
以
前
か
ら
ル
ノ
ー

と
日
産
の
経
営
統
合
を
視
野

に
連
合
強
化
を
訴
え
て
い

　

ル
ノ
ー
の
ト
ッ
プ
も
務
め

る
同
容
疑
者
は
三
菱
自
動
車

を
含
む
３
社
連
合
の
要
だ
っ

た
。
今
後
の
体
制
を
巡
り
主

導
権
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
中
、
逮
捕
翌
日
に
続
く
２

度
目
の
共
同
声
明
で
「
事
態

の
沈
静
化
」（
フ
ラ
ン
ス
当

局
者
）
を
図
っ
た
形
だ
。
逮

る
構
図
の
た
め
、
不
公
平
感

に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
分
離

プ
ラ
ン
で
は
月
々
の
通
信
料

金
が
安
く
な
る
半
面
、
端
末

購
入
時
の
負
担
が
増
え
る
可

能
性
も
あ
る
。

　

大
手
の
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ（
ａ
ｕ
）

と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
提
供
す

る
「
４
年
縛
り
」
は
、
端
末

を
４
年
間
の
分
割
払
い
で
購

入
し
て
２
年
１
カ
月
目
以
降

に
買
い
替
え
る
際
、
残
り
代

金
が
免
除
さ
れ
て
実
質
半
額

に
ま
で
安
く
な
る
仕
組
み

だ
。
両
社
は
分
離
プ
ラ
ン
を

導
入
済
み
と
し
て
い
る
が
、

４
年
縛
り
に
よ
る
端
末
割
引

が
残
っ
た
ま
ま
で
は
完
全
な

分
離
で
は
な
い
と
の
指
摘
が

　
【
共
同
】
自
民
党
和
歌

山
市
支
部
連
絡
協
議
会
が

２
０
１
５
年
、
キ
ャ
バ

ク
ラ
や
ラ
ウ
ン
ジ
に
計
約

１
３
万
８
千
円
を
政
治
活
動

費
と
し
て
支
出
し
て
い
た
こ

と
が
２
３
日
、
１
５
年
分
の

政
治
資
金
収
支
報
告
書
で
分

か
っ
た
。
キ
ャ
バ
ク
ラ
へ
の

政
治
資
金
支
出
は
、
過
去
に

は
林
芳
正
前
文
部
科
学
相
や

鶴
保
庸
介
元
沖
縄
北
方
担
当

相
の
関
連
団
体
で
も
発
覚
し

て
お
り
、
政
治
家
側
の
モ
ラ

ル
が
度
々
問
わ
れ
て
き
た
。

　

支
部
連
絡
協
議
会
の
会
計

責
任
者
を
務
め
る
井
上
直

樹
和
歌
山
市
議
は
取
材
に

「
キ
ャ
バ
ク
ラ
な
ど
は
協
議

会
の
関
係
者
が
懇
親
会
で
利

用
し
た
。
道
義
的
な
責
任
か

ら
、
関
係
者
か
ら
協
議
会
の

１
８
年
分
会
計
に
返
金
さ
せ

た
い
」と
話
し
た
。「
関
係
者
」

が
政
治
家
か
ど
う
か
は
説
明

を
避
け
た
。

　

支
部
連
絡
協
議
会
の
収
支

報
告
書
に
よ
る
と
、
東
京
・

湯
島
の
キ
ャ
バ
ク
ラ
で
約

７
万
６
千
円
、
和
歌
山
市
の

ラ
ウ
ン
ジ
で
６
万
２
千
円
を

「
飲
食
代
」
と
し
て
支
出
し

て
い
た
。

　

支
部
連
絡
協
議
会
が
、
石

田
真
敏
総
務
相
側
か
ら
受
け

た
献
金
１
０
万
円
を
寄
付

と
し
て
記
載
せ
ず
、
政
治
資

金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
収
入
に
計

上
し
て
い
た
こ
と
も
１
６
年

分
の
収
支
報
告
書
で
判
明
し

た
。
不
記
載
や
虚
偽
記
載
の

場
合
、
政
治
資
金
規
正
法
に

抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る

が
、井
上
市
議
は「
ミ
ス
だ
っ

た
。
訂
正
し
た
い
」
と
し
て

い
る
。

　

石
田
総
務
相
が
代
表
を
務

め
る
自
民
党
和
歌
山
県
第
２

選
挙
区
支
部
は
収
支
報
告

書
に
、
１
６
年
１
１
月
１
７

日
に
支
部
連
絡
協
議
会
に

１
０
万
円
を
寄
付
し
た
と
記

載
。
だ
が
支
部
連
絡
協
議
会

側
の
収
支
報
告
書
に
は
記
載

が
な
か
っ
た
。

ど
ん
ど
ん
新
し
く
な
り
、
数

も
圧
倒
的
に
多
い
と
し
て

「
明
確
な
脅
威
だ
」
と
警
戒

す
る
。

　

中
国
空
軍
は
近
年
、
長
距

離
飛
行
訓
練
を
重
視
。
日
本

や
韓
国
に
接
近
す
る
飛
行

も
目
立
つ
。
防
衛
省
に
よ
る

と
、
領
空
侵
犯
の
恐
れ
が
あ

る
外
国
機
に
対
す
る
空
自
機

の
緊
急
発
進
の
う
ち
、
対
中

国
が
２
０
１
５
年
度
以
降
毎

年
５
０
０
回
を
超
え
て
大
半

を
占
め
る
。
１
８
年
度
は
上

半
期
だ
け
で
３
４
５
回
に
達

し
た
。
韓
国
も
１
０
月
２
９

日
、
中
国
軍
機
の
防
空
圏
侵

入
に
抗
議
し
た
。

　

一
方
、南
シ
ナ
海
で
は「
現

状
は
安
定
し
て
い
る
」（
中

国
外
務
省
）
と
し
て
防
空
圏

設
定
の
具
体
的
な
動
き
は
な

い
。
中
国
の
政
府
系
研
究
者

に
よ
る
と
、
設
定
の
基
礎
と

な
る
領
海
の
確
定
が
で
き
て

お
ら
ず
、
直
ち
に
設
定
で
き

る
状
況
で
は
な
い
と
い
う
。

　

だ
が
中
国
の
学
術
論
文
で

は
「
南
シ
ナ
海
問
題
は
根
本

的
に
は
解
決
し
て
お
ら
ず
、

長
期
的
に
は
（
設
定
が
）
必

の
就
職
先
を
目
指
す
た
め
に

辞
退
し
、
就
活
を
続
け
る

例
も
あ
る
。
１
９
年
春
に
卒

業
す
る
予
定
で
内
定
を
得

た
学
生
の
１
人
当
た
り
の
平

均
取
得
数
は
２
・
４
５
社
に

達
し
た
。
内
定
を
得
た
学
生

の
割
合
を
示
す
「
就
職
内
定

率
」
は
１
０
月
１
日
時
点
で

９
４
・０
％
だ
っ
た
。

　

調
査
は
１
０
月
１
〜
９
日

会
談
を
終
え
、
撮
影
に
応
じ
る
フ
ラ
ン
ス
の
ル
メ
ー
ル
経

済・財
務
相
（
左
）
と
世
耕
経
産
相
＝
２
２
日
、パ
リ
（
共

同
）（
共
同
）

出
て
い
る
。

　

一
方
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
は

現
在
も
一
体
化
プ
ラ
ン
を
主

力
と
し
、
分
離
プ
ラ
ン
の
採

用
は
限
定
的
だ
。
ド
コ
モ
は

１
０
月
末
に
、
１
９
年
４
〜

６
月
期
か
ら
通
信
料
金
を
２

〜
４
割
程
度
値
下
げ
す
る
と

表
明
し
、
柱
を
分
離
プ
ラ
ン

に
切
り
替
え
る
方
針
だ
。

　

携
帯
料
金
を
巡
っ
て
は
、

菅
義
偉
官
房
長
官
が
「
４
割

程
度
下
げ
る
余
地
が
あ
る
」

と
繰
り
返
し
発
言
。
政
府
の

規
制
改
革
推
進
会
議
は
今
月

１
９
日
、
分
離
プ
ラ
ン
の
徹

底
な
ど
を
求
め
る
答
申
を
安

倍
晋
三
首
相
に
提
出
し
た
。

　
【
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
共
同
】

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
通
商

担
当
閣
僚
に
当
た
る
マ
ル
ム

ス
ト
ロ
ー
ム
欧
州
委
員
は

２
２
日
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の

Ｅ
Ｕ
本
部
で
共
同
通
信
加
盟

社
論
説
研
究
会
の
訪
問
団
と

会
見
し
、
来
年
６
月
に
大
阪

で
開
か
れ
る
２
０
カ
国
・
地

域
（
Ｇ
２
０
）
首
脳
会
合
で
、

ル
ー
ル
に
基
づ
く
自
由
貿
易

を
推
進
す
る
立
場
か
ら
「
世

界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
改

革
で
（
議
長
国
の
）
日
本
を

支
え
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。

　

批
准
作
業
に
入
っ
た
日
Ｅ

Ｕ
経
済
連
携
協
定（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

は
「
順
調
な
ら
来
年
２
月
１

日
に
発
効
す
る
」
と
確
認
。

Ｅ
Ｐ
Ａ
で
関
税
が
ほ
ぼ
撤
廃

さ
れ
、
欧
州
で
の
日
本
産
ワ

要
だ
」
な
ど
の
主
張
が
相
次

ぎ
発
表
さ
れ
て
い
る
。
中
国

は
南
シ
ナ
海
の
人
工
島
で
の

滑
走
路
や
レ
ー
ダ
ー
施
設
の

建
設
な
ど
を
進
め
、
航
空
戦

力
の
増
強
を
図
っ
て
い
る
。

　

不
正
の
証
拠
と
し
て
実
際

の
帳
票
な
ど
の
細
か
い
コ

ピ
ー
が
示
さ
れ
た
。
報
酬
額

の
有
価
証
券
報
告
書
へ
の
過

少
記
載
に
関
し
、
ゴ
ー
ン
容

疑
者
は
同
時
に
逮
捕
さ
れ
た

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ケ
リ
ー
容
疑

者
に
指
示
し
た
内
容
を
書
類

で
残
し
て
い
た
。

　

企
業
連
合
を
組
む
フ
ラ
ン

ス
大
手
ル
ノ
ー
側
の
取
締
役

た
ち
が
「
欠
席
裁
判
で
は
な

い
か
」
と
難
色
を
示
し
た
の

に
対
し
、「
フ
ラ
ン
ス
の
声

を
代
表
し
て
い
る
感
じ
が

あ
っ
た
」
と
関
係
者
。
示
さ

れ
た
資
料
を
ル
ノ
ー
側
が
確

認
し「
間
違
い
な
い
と（
ゴ
ー

ン
容
疑
者
ら
解
任
決
議
の
）

賛
成
に
回
っ
た
」
と
い
う
。

午
後
４
時
半
ご
ろ
に
始
ま
っ

た
取
締
役
会
は
、
午
後
８
時

ご
ろ
に
終
了
し
た
。

　

日
産
の
監
査
体
制
は
、
長

年
に
わ
た
り
不
正
を
表
面
化

で
き
な
か
っ
た
。「
厳
し
い

状
態
だ
が
、
一
歩
進
ん
だ
」

と
西
川
広
人
社
長
は
取
締
役

会
後
に
話
し
た
が
、
立
て
直

し
の
道
は
険
し
い
。

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
実
施

し
、
１
２
６
９
人
の
回
答
を

集
計
し
た
。

 ANO XXI  –  Nº 5129 SÃO PAULO, SÁBADO, 24 DE NOVEMBRO DE 2018 R$ 4,00
Rua da Glória, 332 - CEP 01510-000 - São Paulo - SP – Tel. (11) 3340-6060 – www.nikkeyshimbun.com.br

DIRETOR  PRESIDENTE
RAUL  M. TAKAKI

JORNALISTA  RESPONSÁVEL
TAKAO MIYAGUI



軍
の
学
校
で
教
鞭
も
と
る

す
る
資
料
を
作
成
し
た
責
任

者
の
一
人
で
も
あ
る
。
同
氏

は
、
ゲ
デ
ス
氏
が
投
資
銀
行

Ｂ
Ｔ
Ｇ
パ
ク
チ
ュ
ア
ル
の
共

同
経
営
者
だ
っ
た
時
に
、
ゲ

デ
ス
氏
と
共
に
働
い
た
経
験

が
あ
る
。

　

ギ
マ
ラ
エ
ス
氏
は
、
Ｃ
ａ

ｉ
ｘ
ａ
内
部
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
部
門
と
保
険
部
門
の

売
却
（
分
社
の
上
、民
営
化
）

を
担
う
見
込
み
だ
。

　

ノ
ヴ
ァ
エ
ス
氏
と
ゲ
デ
ス

氏
は
、
米
国
シ
カ
ゴ
大
学
の

同
窓
生
だ
。
ノ
ヴ
ァ
エ
ス
氏

は
、社
会
経
済
開
発
銀
行（
Ｂ

Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
の
理
事
を
務
め

た
経
験
も
あ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
ブ
ラ
ジ
ル

銀
行
文
化
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｃ

Ｂ
Ｂ
）
で
の
政
権
移
行
チ
ー

ム
と
の
会
合
後
、「
優
先
事

項
は
、
Ｂ
Ｂ
を
よ
り
ス
リ
ム

で
よ
り
競
争
力
の
高
い
機
関

に
し
て
い
く
事
と
、
民
営
化

で
き
る
国
有
企
業
は
民
営
化

し
て
い
く
事
」
と
ノ
ヴ
ァ
エ

　
【
既
報
関
連
】
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
次
期
大
統
領
は
２
２
日
、
教
育
相
に

リ
カ
ル
ド
・
ヴ
ェ
レ
ス
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏
（
７
３
）
を
指
名
し
た
。
同
氏
は
軍
上

官
学
校
な
ど
で
教
鞭
を
取
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
の
帰
化
伯
人
で
、
１
９
６
４
年
の

伯
国
の
軍
政
成
立
を
「
祝
う
べ
き
こ
と
」
と
評
し
て
い
た
人
物
だ
。
２
３
日
付
伯

字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

教
学
の
教
授
で
も
あ
る
。

　
ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏
の
教
育
相

指
名
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が

家
族
ぐ
る
み
で
信
奉
し
て
い

る
、
作
家
で
右
翼
思
想
家

の
オ
ラ
ー
ヴ
ォ
・
デ
・
カ
ル

ヴ
ァ
ー
リ
ョ
氏
が
１
０
月
に
ロ

ド
リ
ゲ
ス
氏
を
推
薦
し
て
い

た
こ
と
が
伏
線
に
あ
る
。
ロ

ド
リ
ゲ
ス
氏
は
、
モ
ザ
ル
チ

氏
の
教
育
相
と
い
う
話
が
不

評
を
受
け
た
直
後
の
２
２

日
、
ジ
ュ
イ
ス
・
デ
・
フ
ォ
ラ

で
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
と
の
緊
急

面
会
も
行
っ
て
い
る
。

　

同
氏
の
代
表
的
な
著
書
が

「
ル
ー
ラ
と
労
働
者
党
の
大

い
な
る
嘘
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
同
氏

は
右
派
の
人
物
だ
。
同
氏
の

思
想
は
、自
ら
の
ブ
ロ
グ「
ラ・

マ
ン
チ
ャ
の
考
え
」
に
つ
づ
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
同
氏
は
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
が
批
判
し
た
今
年
の

国
家
高
等
教
育
試
験
（
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｍ
）
に
つ
い
て
、「
国
立
教

育
研
究
院
（
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
の

左
翼
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
表

れ
だ
」
と
批
判
し
た
。

　

２
３
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙

に
よ
る
と
、
一
旦
は
内
定
と

報
じ
ら
れ
て
い
た
、
ジ
ャ

イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
次
期

大
統
領
の
次
男
の
カ
ル
ロ
ス

氏
の
大
統
領
府
入
り
が
破
談

と
な
っ
た
。
カ
ル
ロ
ス
氏
は

リ
オ
市
の
市
会
議
員
で
、
大

統
領
選
で
父
親
の
ネ
ッ
ト

　

さ
ら
に
、
別
の
投
稿
で
は

「
１
９
６
４
年
の
伯
国
の
軍

事
政
権
成
立
は
祝
う
べ
き
こ

と
だ
」
と
も
記
し
た
。
６
４

年
の
こ
と
は
、
１
９
８
５
年

の
民
政
復
帰
以
降
は
「
ク
ー

デ
タ
ー
」
と
し
て
語
ら
れ
て

お
り
、
最
高
裁
の
デ
ィ
ア
ス
・

ト
フ
ォ
リ
長
官
が
今
年
の

１
０
月
に
、
右
派
と
左
派
の

中
立
的
立
場
で
「
６
４
年
の

運
動
」
と
称
し
た
と
き
も
問

題
と
な
っ
た
。

　
ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏
は
、
下
院

の
委
員
会
が
現
在
法
案
を
審

議
し
て
い
る
、
教
育
現
場
で

の
政
治
討
論
や
性
教
育
を
禁

じ
る
「
政
党
な
き
学
校
」
の

推
進
者
で
も
あ
る
。
だ
が
、

下
院
の
福
音
派
代
表
の
タ
カ

ヤ
マ
氏
（
キ
リ
ス
ト
教
社
会

帰
化
コ
ロ
ン
ビ
ア
人
の
右
派
教
授

ス
氏
は
記
者
に
語
っ
た
。

　

同
氏
は
さ
ら
に
、「
今
日

の
民
営
化
作
業
で
は
、
従
来

以
上
に
資
本
市
場
を
活
用
す

る
か
ら
、
公
社
民
営
化
の
際

も
一
括
し
て
民
営
化
す
る
必

要
は
な
い
。
分
社
化
の
道
も

あ
る
」
と
踏
み
込
ん
だ
。

　

Ｂ
Ｂ
は
７
０
０
の
支

店
を
閉
鎖
し
、
職
員

１
万
２
３
８
０
人
を
解
雇
し

た
。
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
も
、
３
年

間
で
１
０
０
支
店
を
閉
め
、

１
万
２
３
０
０
人
を
解
雇
し

　

事
実
上
、
ゲ
デ
ス
氏
に
任

命
さ
れ
た
こ
の
２
人
は
、
現

政
権
同
様
、
両
行
の
保
有
資

産
売
却
と
支
出
削
減
を
使
命

と
し
て
受
け
て
い
る
。

　

民
間
投
資
銀
行
ブ
ラ
ジ

ル
・
プ
ル
ラ
ル
の
共
同
経
営

者
で
も
あ
る
ギ
マ
ラ
ン
エ
ス

氏
は
、
民
営
化
作
業
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
で
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
国
営
企
業
の
民
営
化
に
関

　

ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
次
期
大
統
領
（
社
会
自
由

党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
か
ら
経
済
政

策
を
一
任
さ
れ
て
い
る
パ
ウ

ロ
・
ゲ
デ
ス
次
期
経
済
相
は

２
２
日
、
国
営
銀
行
の
連
邦

貯
蓄
銀
行
（
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
）

総
裁
に
ペ
ド
ロ
・
ド
ゥ
ア
ル

テ
・
ギ
マ
ラ
ン
エ
ス
氏
を
、

同
じ
く
国
営
銀
行
の
伯
国
銀

行
（
Ｂ
Ｂ
）
総
裁
に
ル
ベ
ン
・

デ
・
フ
レ
イ
タ
ス
・
ノ
ヴ
ァ

エ
ス
氏
を
据
え
る
事
を
進
言

し
た
と
、
２
３
日
付
伯
字
各

紙
が
報
じ
た
。

伯
銀
総
裁
に
ま
た
同
窓
生
抜
擢

第
１
次
募
集
の
期
日
延
長

狙
う
は
公
社
ス
リ
ム
化
と
民
営
化

て
い
る
。

　

ま
た
、
ゲ
デ
ス
氏
は
２
２

日
、
カ
ル
ロ
ス
・
フ
ォ
ン
・

ド
ー
リ
ン
ジ
ャ
ー
氏
を
応

用
経
済
調
査
院
（
Ｉ
ｐ
ｅ

ａ
）
所
長
に
指
名
し
た
。
同

氏
は
リ
オ
連
邦
大
学
の
経
済

学
教
授
で
、
軍
政
時
代
の

１
９
６
７
〜
７
４
年
に
財
務

相
（
現
国
庫
局
長
）
を
務
め

た
。

　

ゲ
デ
ス
氏
は
２
３
日
に
、

新
設
す
る
民
営
化
推
進
局
局

長
に
、
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
ロ

カ
リ
ザ
の
創
業
者
で
、
今
年

の
統
一
選
で
ミ
ナ
ス
州
知
事

選
出
馬
の
可
能
性
も
さ
さ
や

か
れ
て
い
た
サ
リ
ム
・
マ
ッ

タ
ル
氏
を
据
え
る
事
も
正
式

発
表
し
た
。
同
局
は
、
ゲ
デ

ス
氏
が
選
挙
戦
の
最
中
か
ら

主
張
し
て
き
た
国
営
企
業
の

民
営
化
（
非
公
社
化
）
を
推

し
進
め
る
役
割
を
担
う
。

連
邦
検
察
官
の
ギ
リ
ェ
ル
メ
・

シ
ェ
ル
ブ
氏
で
は
な
く
、
ロ
ド

リ
ゲ
ス
氏
だ
っ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
２
２
日
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏

に
関
し
、「
３
０
冊
以
上
の

著
書
も
あ
る
思
想
家
で
、
軍

の
上
官
学
校
で
教
鞭
も
取
っ

て
い
る
人
物
だ
」
と
の
説
明

を
行
っ
た
。

　

ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏
は

１
９
４
３
年
に
コ
ロ
ン
ビ
ア

の
ボ
ゴ
タ
で
生
ま
れ
、
７
０

年
代
に
仕
事
で
伯
国
に
移

住
。
１
９
９
７
年
に
伯
国
に

帰
化
し
て
い
る
。
軍
の
学
校

で
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
が
、
ミ

ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
ジ
ュ

イ
ス
・
デ
・
フ
ォ
ラ
連
邦
大

学
の
大
学
院
や
リ
オ
州
カ
ト

リ
ッ
ク
総
合
大
学
な
ど
の
宗

上下合同両院予算委の会合に招かれたパウロ・ゲデス次期経済相
（Rodrigues Pozzebom / Agencia Brasil）

ロドリゲス氏（https://youtu.be/MTk1T6Jxn8Y）

６
４
年
の
軍
政
成
立
礼
賛
者

マイス・メジコス

党
・
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）
ら
は
、
ロ
ド

リ
ゲ
ス
氏
の
指
名
発
表
後
、

「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
意
思
を

尊
重
す
る
」
と
し
な
が
ら
も
、

「
我
々
は
こ
の
人
物
の
こ
と

を
知
ら
な
い
」
と
の
コ
メ
ン

ト
を
出
し
て
い
る
。

対
策
長
を
つ
と
め
る
た
め
に

休
職
。
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
当
選

後
は
連
邦
政
府
の
引
継
ス

タ
ッ
フ
に
加
わ
っ
て
い
た

が
、
２
２
日
の
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
「
市
議
に
戻
る
」
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。
こ
の
理
由
は
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
一
家
が
所
属
す

る
社
会
自
由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）

の
設
立
者
で
、
大
統
領
府
総

務
室
長
に
指
名
さ
れ
た
グ
ス

タ
ー
ヴ
ォ
・
ベ
ビ
ア
ー
ノ
氏

と
の
間
で
確
執
が
あ
っ
た
た

め
だ
と
い
う
。
カ
ル
ロ
ス
氏

は
史
上
最
年
少
の
１
７
歳
で

リ
オ
市
議
に
当
選
後
、
５
期

に
渡
り
同
市
議
の
ま
ま
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
２
日
の
サ
ッ
カ
ー
の
全

国
選
手
権
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
は

敵
地
リ
オ
で
の
対
ヴ
ァ
ス

コ
・
ダ
・
ガ
マ
戦
を
０
―
２

で
敗
れ
た
。
既
に
リ
ベ
ル
タ

ド
ー
レ
ス
杯
進
出
は
決
め
て

い
る
サ
ン
パ
ウ
ロ
だ
が
、
同

試
合
に
勝
っ
て
い
れ
ば
グ
レ

ミ
オ
を
抜
き
、
同
杯
で
の
予

選
を
免
除
さ
れ
る
４
位
に
上

が
っ
て
い
た
た
め
、
悔
し
さ

が
残
る
。
残
り
２
試
合
で

な
ん
と
か
で
き
る
か
。
今
日

か
ら
の
３
７
節
で
は
パ
ル
メ

イ
ラ
ス
が
優
勝
で
き
る
か
が

注
目
さ
れ
る
が
、
降
格
圏
内

１
７
位
と
勝
ち
点
差
５
の
コ

リ
ン
チ
ャ
ン
ス
が
危
機
を
回

避
で
き
る
か
に
も
注
目
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

こ
こ
の
と
こ
ろ
連
日
で
報

じ
ら
れ
て
い
る
、
聖
市
西
部

ヴ
ィ
ラ
・
ロ
ボ
ス
公
園
前
の

マ
ル
ジ
ナ
ル
・
ピ
ニ
ェ
イ
ロ

ス
の
高
架
橋
の
段
差
事
故
。

２
３
日
付
伯
字
紙
に
よ
る

と
、
完
全
に
復
旧
す
る
ま
で

に
は
あ
と
半
年
は
か
か
る
と

か
。
既
に
同
マ
ル
ジ
ナ
ル
の

通
行
止
め
に
よ
る
ル
ー
ト
変

更
で
、
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
地
区

の
交
通
は
悪
化
。
こ
れ
が
長

期
化
す
る
と
な
る
と
、
先
が

思
い
や
ら
れ
る
。

　

伯
国
に
は
全
部
で

５
５
７
０
の
市
が
あ
る
。
州

都
や
大
型
都
市
圏
の
住
民
に

は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
市

の
報
道
機
関
が
あ
り
、
そ
こ

か
ら
日
常
的
に
情
報
を
得
る

事
が
で
き
る
が
、
２
７
０
０

以
上
の
自
治
体
に
は
地
元
メ

デ
ィ
ア
が
存
在
し
な
い
事

が
分
か
っ
た
。
２
３
日
付

フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
が
報
じ
た
。

　

こ
の
デ
ー
タ
は
２
１
日
、

伯
国
報
道
の
発
展
の
た
め
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｏ

ｒ
が
作
成
し
た
、「
報
道
地

図
」
に
掲
載
さ
れ
た
。

　

報
道
地
図
で
は
、
地
元
に

報
道
機
関
が
一
つ
も
存
在
し

な
い
自
治
体
を
「
ニ
ュ
ー

ス
砂
漠
」
と
定
義
し
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
伯
国
全
市
の

５
１
％
は
ニ
ュ
ー
ス
砂
漠
の

状
態
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
市

の
住
民
総
数
は
、
伯
国
の
総

人
口
の
１
５
％
に
相
当
す
る

３
千
万
人
に
及
ん
で
い
る
。

　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｏ
ｒ
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ラ
ジ
オ
、
Ｔ

Ｖ
な
ど
を
通
し
て
伯
国
マ
ス

コ
ミ
を
観
察
分
析
し
て
い
る

「
オ
ブ
セ
ル
ヴ
ァ
ト
リ
オ
・

ダ
・
イ
ン
プ
レ
ン
サ
」
か
ら

派
生
し
た
組
織
だ
。

　

今
回
の
報
道
地
図
は
、
今

年
７
月
発
表
の
前
回
、
昨
年

１
１
月
発
表
の
前
々
回
と
は

異
な
り
、
紙
媒
体
、
ネ
ッ
ト

上
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
、
ラ

ジ
オ
、
テ
レ
ビ
全
て
を
検
証

し
た
。
地
図
に
落
と
し
こ

ま
れ
た
報
道
機
関
の
総
数
は

１
万
２
４
６
７
に
及
ぶ
。

　

地
元
に
報
道
機
関
が
一

つ
も
な
い
ニ
ュ
ー
ス
砂
漠

は
、
北
伯
、
北
東
伯
を
中
心

に
、
人
口
１
万
１
千
人
以
下

の
自
治
体
に
広
が
っ
て
い
る

が
、
人
口
１
０
万
人
以
上
の

市
も
八
つ
、
リ
ス
ト
入
り
し

た
。
そ
の
中
に
は
、
北
東
伯

セ
ル
ジ
ッ
ペ
州
内
で
は
人
口

２
位
の
ノ
ッ
サ
・
セ
ニ
ョ
ー

ラ
・
ド
・
ソ
コ
ー
ロ
市
（
人

口
１
８
万
２
千
人
）が
あ
る
。

　

ま
た
、
地
元
に
報
道
機
関

が
一
つ
、
ま
た
は
二
つ
し
か

な
い
、
〃
ほ
ぼ
ニ
ュ
ー
ス
砂

漠
〃
も
、
伯
国
全
５
５
７
０

市
の
３
割
を
占
め
る
。
そ

れ
ら
の
市
の
住
民
総
数
は

３
４
０
０
万
人
だ
。

　
【
既
報
関
連
】
ジ
ャ
イ
ー

ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
次
期
大
統

領
が
、
国
外
で
免
許
を
取
っ

た
医
師
が
医
療
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
マ
イ
ス
・
メ
ジ
コ
ス
（
Ｍ

Ｍ
）」
に
参
加
す
る
時
は
能

力
試
験
を
義
務
付
け
る
な
ど

と
発
言
し
た
事
で
、
キ
ュ
ー

バ
が
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
の

撤
退
を
表
明
。
同
国
人
医
師

が
帰
国
し
始
め
る
一
方
、
新

た
な
医
師
の
公
募
も
進
ん
で

い
る
と
２
１
〜
２
３
日
付
伯

字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

Ｍ
Ｍ
開
始
以
来
、
一
時
は

１
万
人
を
超
え
た
キ
ュ
ー
バ

人
医
師
は
８
３
３
２
人
に

減
っ
た
が
、
伯
人
医
師
が
嫌

う
僻
地
や
都
市
郊
外
で
の
医

療
活
動
に
も
い
と
わ
ず
参
加

し
、
地
元
の
人
の
信
頼
も
得

て
い
た
。
同
国
医
師
の
中
に

は
伯
人
と
結
婚
し
た
人
も
約

１
４
０
０
人
お
り
、
合
法
的

に
伯
国
に
残
れ
る
が
、
Ｍ
Ｍ

に
継
続
し
て
参
加
出
来
る
か

を
問
う
た
保
健
省
へ
の
手
紙

へ
の
返
事
は
な
く
、
大
き
な

不
安
を
抱
え
た
ま
ま
残
留
と

な
る
可
能
性
が
大
だ
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
既
に
、

残
留
を
希
望
す
る
キ
ュ
ー
バ

人
に
は
政
治
的
な
事
由
に
よ

る
亡
命
者
と
し
て
の
保
護
を

約
束
し
て
い
る
。
だ
が
、
Ｍ

Ｍ
に
参
加
し
て
い
た
が
、
国

外
で
取
得
し
た
医
師
免
許
を

伯
国
の
基
準
で
認
め
る
試
験

を
受
け
て
い
な
い
、
ま
た
は

合
格
し
て
い
な
い
医
師
に
対

し
、
Ｍ
Ｍ
へ
の
参
加
継
続
を

認
め
る
か
否
か
は
ま
だ
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

他
方
、
キ
ュ
ー
バ
人
医
師

の
離
脱
で
生
じ
た
欠
員
を
埋

め
合
わ
せ
る
た
め
の
医
師

公
募
は
、
応
募
登
録
開
始
当

日
か
ら
サ
イ
ト
が
機
能
し
な

く
な
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

に
見
舞
わ
れ
、
２
５
日
ま

で
の
予
定
を
１
２
月
７
日

ま
で
に
延
長
。
募
集
枠
は

８
５
１
７
人
で
、
２
８
２
４

の
市
と
３
４
の
先
住
民
居
住

地
に
派
遣
さ
れ
る
。
現
在
応

募
出
来
る
の
は
伯
国
で
資

格
を
取
っ
た
医
師
で
、
２
２

日
午
後
５
時
現
在
の
応
募
者

は
１
万
１
４
２
９
人
に
上
っ

た
。
た
だ
、
登
録
が
完
了
し

た
医
師
は
５
２
１
２
人
、
派

遣
希
望
地
も
申
請
し
た
医
師

は
３
６
４
８
人
の
み
だ
。
希

望
地
へ
の
書
類
提
出
と
勤
務

開
始
期
限
も
１
２
月
１
４
日

に
延
び
た
。

　

キ
ュ
ー
バ
人
医
師
達
は

２
２
日
か
ら
帰
国
し
始
め
て

お
り
、
１
２
月
１
２
日
ま
で

に
撤
退
を
終
え
る
見
込
み

だ
。
２
３
日
朝
、
帰
国
の
途

に
つ
い
た
医
師
達
は
、「
伯

国
は
第
２
の
故
郷
」「
多
く

の
事
を
学
ん
だ
」
と
い
っ
た

言
葉
を
残
し
て
旅
立
っ
た
。

　

一
方
、
キ
ュ
ー
バ
人
医
師

達
が
働
い
て
い
た
市
や
医
療

機
関
で
は
、
他
の
市
や
医
療

機
関
に
走
ら
ね
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
市
民
達
が
途
方
に
く

れ
て
お
り
、
一
刻
も
早
い
対

処
が
待
た
れ
て
い
る
。

　

２
３
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙

が
掲
載
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
で
、
ア
ミ
ウ
ト
ン
・
モ

ウ
ロ
ン
次
期
副
大
統
領
が
、

い
く
つ
か
の
面
で
、
ジ
ャ

イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
次
期

大
統
領
の
外
交
戦
略
と
意
見

を
異
に
す
る
見
解
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が
親
米
路

線
を
取
り
、「
共
産
主
義
」

と
い
う
こ
と
で
か
ね
て
か
ら

嫌
悪
感
を
示
し
て
い
る
中
国

と
距
離
を
と
り
た
が
っ
て
い

る
こ
と
に
関
し
、
モ
ウ
ロ
ン

氏
は
、「
わ
が
国
の
輸
出
品

の
３
４
％
は
中
国
が
占
め
て

い
る
。
そ
の
道
を
閉
ざ
す
こ

と
は
で
き
な
い
」
し
「
中
国

は
伯
国
を
買
い
あ
さ
っ
て
な

ぞ
い
な
い
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス

次
期
経
済
相
が
、「
対
南
米

で
メ
ル
コ
ス
ル
を
優
先
す
る

必
要
は
な
い
」
と
語
っ
た
こ

と
に
関
し
て
も
、「
メ
ル
コ

ス
ル
内
で
の
通
商
合
意
を
破

棄
す
る
前
に
隣
国
と
話
し
合

い
、
慎
重
に
対
処
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

が
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
大
使
館

を
エ
ル
サ
レ
ム
に
移
し
た

い
」
と
語
り
、
ア
ラ
ブ
諸
国

の
反
感
を
買
っ
た
こ
と
に
関

し
て
も
、
次
期
副
大
統
領
は

「
気
を
つ
け
て
発
言
を
し
な

い
と
テ
ロ
の
標
的
に
さ
れ
て

し
ま
う
ぞ
」
と
発
言
し
た
。

　

ま
た
、
次
期
外
相
の
エ
ル

ネ
ス
ト
・
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
氏

が
「
地
球
温
暖
化
と
騒
ぐ
の

は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
仕
業
」

と
語
っ
た
件
に
つ
い
て
も
、

「
温
暖
化
は
確
か
に
起
き
て

い
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
な
ど

で
は
な
い
」
と
い
さ
め
た
。

　

モ
ウ
ロ
ン
氏
は
大
統
領
選

期
間
中
に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が

入
院
し
て
い
た
９
月
に
、
後

援
会
で
「
１
３
月
給
を
な
く

す
」「
新
憲
法
の
た
め
に
議

会
は
必
要
な
い
」
な
ど
の
問

題
発
言
を
繰
り
返
し
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
が
火
消
し
役
に
回

る
場
面
が
見
ら
れ
た
。

教育相にロドリゲス氏指名
　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が
教
育
相

に
モ
ザ
ル
チ
・
ネ
ー
ヴ
ェ
ス
・

ラ
モ
ス
氏
を
指
名
し
よ
う
と

し
て
下
院
の
福
音
派
グ
ル
ー

プ
の
強
い
反
対
に
あ
っ
た
こ
と

は
昨
日
付
本
紙
で
も
報
じ
た

が
、
そ
の
代
わ
り
に
選
ん
だ

の
は
、
当
初
噂
さ
れ
て
い
た

伯
人
と
結
婚
し
た
キ
ュ
ー
バ
人
は

ボウソナロ
次期大統領

ゲ デ ス
次期経済相

経
済
関
係
要
職
を
次
々
に
指
名

（２）２０１８年 第５１２９号 １１月 ２４日 （土曜日）

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
の
外
交
に
警
鐘
？

中
国
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
問
題
な
ど

モウロン

報
道
機
関
の
な
い
市
が
半
数
以
上

人
口
の
１
５
％
ニ
ュ
ー
ス
砂
漠
に

報道地図



　

昭
し
ょ
う

和わ

３
６
（
１
９
５
５
）
年ね

ん

か
ら
８
年ね

ん

間か
ん

、
駐

ち
ゅ
う

日に
ち

大た
い

使し

を

務つ
と

め
た
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
博は

か

士せ

が
、
人じ

ん

生せ
い

最さ
い

後ご

の

２
ヶ
月げ

つ

間か
ん

を
過す

ご
し
た
の
が
、
南み

な
み
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
高こ

う

級き
ゅ
うリ

ゾ
ー
ト
地ち

ラ
ホ
ー
ヤ
で
、眼が

ん

下か

に
太た

い

平へ
い

洋よ
う

を
望の

ぞ

む
別べ

っ

荘そ
う

だ
っ
た
。

ハ
ル
夫ふ

人じ
ん

は
こ
う
回か

い

顧こ

す
る
。

　
も
う
長な

が

く
な
い
こ
と
は
お
互た

が

い
に
分わ

か
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、

私わ
た
しは
主し

ゅ

人じ
ん

に
あ
な
た
が
亡な

く
な
っ
た
ら
、
こ
こ
を
引ひ

き
払は

ら
っ
て
、

小ち
い

さ
い
家い

え

に
移う

つ

る
つ
も
り
だ
と
話は

な

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
と
き
に
主し

ゅ

人じ
ん

が
、
そ
れ
は
い
け
な
い
と
き
っ
ぱ
り
申も

う

し
ま
し

た
。
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
取と

り
入い

れ
た
心こ

こ

地ち

よ
い
場ば

所し
ょ

に
仕し

立た

て
て

暮く

ら
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
す
。

　
坪つ

ぼ

庭に
わ

に
竹た

け

の
葉は

が
さ
ら
さ
ら
と
揺ゆ

れ
て
、
雪ゆ

き

見み

障し
ょ
う

子じ

越ご

し

に
緋ひ

鯉ご
い

の
泳お

よ

ぐ
池い

け

が
見み

え
る
よ
う
に
し
た
の
は
、
私わ

た
しが
一ひ

と

人り

に

な
っ
て
か
ら
な
ん
で
す
よ
。［
１
，
Ｐ
２
３
］

　
「
太た

い

平へ
い

洋よ
う

を
望の

ぞ

め
る
」
と
い
う
の
が
、
博は

か

士せ

が
こ
の
地ち

を
選え

ら

ん
だ
理り

由ゆ
う

だ
っ
た
。
そ
こ
に
「
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
取と

り
入い

れ
た
心こ

こ

地ち

よ
い
場ば

所し
ょ

を
」
と
望の

ぞ

ん
だ
の
は
、
故ふ

る

郷さ
と

を
懐な

つ

か
し
む
ハ
ル
夫ふ

人じ
ん
へ
の
思お

も

い
や
り
だ
っ
た
ろ
う
。

　

博は
か

士せ

は
遺ゆ

い

言ご
ん

状じ
ょ
うに
「
葬そ

う

儀ぎ　

追つ
い

悼と
う

式し
き　
一い

っ

切さ
い

不ふ

要よ
う

の
事こ

と

」

と
書か

い
た
。
火か

葬そ
う

の
後あ

と

の
遺い

骨こ
つ

は
、
飛ひ

行こ
う

機き

で
太た

い

平へ
い

洋よ
う

上じ
ょ
うに

撒ま

か
れ
た
。「
お
墓は

か

は
太た

い

平へ
い

洋よ
う

」と
ハ
ル
夫ふ

人じ
ん

は
淡た

ん

々た
ん

と
語か

た
っ
た
。

　

松ま
つ

方か
た

ハ
ル
は
、
大た

い

正し
ょ
う４
（
１
９
１
５
）
年ね

ん

、
元げ

ん

老ろ
う

・
松ま

つ

方か
た

正ま
さ

義よ
し

の
孫ま

ご

と
し
て
生う

ま
れ
た
。母は

は

方か
た

の
祖そ

父ふ

・新あ
ら

井い

領り
ょ
う
一い

郎ち

は
、

明め
い

治じ

初し
ょ

年ね
ん

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡わ

た

っ
て
貿ぼ

う

易え
き

商し
ょ
うと
し
て
財ざ

い

を
な

し
、
ハ
ル
の
母は

は

親お
や

も
ア
メ
リ
カ
で
教

き
ょ
う

育い
く

を
受う

け
た
。
そ
の
た
め

に
、
日に

本ほ
ん

で
生う

ま
れ
た
ハ
ル
も
ア
メ
リ
カ
人じ

ん

と
イ
ギ
リ
ス
人じ

ん

の

家か

庭て
い

教き
ょ
う

師し

を
つ
け
ら
れ
、
い
た
ず
ら
を
す
る
と
お
尻し

り

を
叩た

た

か

れ
る
よ
う
な
厳げ

ん

格か
く

な
教

き
ょ
う

育い
く

を
受う

け
た
。

ハ
ル
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー

    　
　
　

 
平へ

い

和わ

の
海う

み

を
求も

と

め
て

２０１８年
ねん

9 月
がつ

23 日
にち

版
ばん

　
ハ
ル
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
高こ

う

校こ
う

課か

程て
い

を
終お

え
た

後あ
と

、
イ
リ
ノ
イ
州し

ゅ
うの
プ
リ
ン
シ
ピ
ア
大だ

い

学が
く

に
留

り
ゅ
う

学が
く

し
た
。
日に

本ほ
ん

語ご

よ
り
も
英え

い

語ご

の
方ほ

う

が
得と

く

意い

と
い
う
奇き

妙み
ょ
うな
日に

本ほ
ん

人じ
ん

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

だ
っ
た
。
大だ

い

学が
く

で
は
東と

う

洋よ
う

史し

を
勉べ

ん

強き
ょ
うし
、「
以い

後ご

、
欧お

う

米べ
い

の
列れ

っ

強き
ょ
うの
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

政せ
い

策さ
く

や
、
ア
ジ
ア
に
対た

い

す
る
侵し

ん

略り
ゃ
くに
関か

ん

心し
ん

を
抱い

だ

く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
」［
１
，　

Ｐ
１
０
４
］と
語か

た
っ
て
い
る
。

　

昭
し
ょ
う

和わ

１
２
（
１
９
３
７
）
年ね

ん

、
ハ
ル
は
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うと
共と

も

に
帰き

国こ
く

し
た
。
買か

い
物も

の

に
行い

く
た
び
に「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ・
プ
リ
ン
セ
ス
」

な
ど
と
呼よ

ば
れ
る
こ
と
に
複ふ

く

雑ざ
つ

な
思お

も

い
を
し
て
お
り
、
し
ょ
せ

ん
、
こ
こ
は
自じ

分ぶ
ん

の
国く

に

で
は
な
い
、
と
思お

も

い
知し

ら
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
母ぼ

国こ
く

に
も
ハ
ル
の
居い

場ば

所し
ょ

は
な
か
っ
た
。
す
で
に

結け
っ

婚こ
ん

適て
き

齢れ
い

期き

を
迎む

か

え
て
い
た
が
、
４
年ね

ん

間か
ん

留り
ゅ
う

学が
く

し
て
、
国こ

く

際さ
い

問も
ん

題だ
い

に
関か

ん

心し
ん

を
持も

つ
ハ
ル
に
釣つ

り
合あ

う
男だ

ん

性せ
い

が
見み

つ
か
る
時じ

代だ
い

で
は
な
か
っ
た
。

　

悶も
ん

々も
ん

と
す
る
日ひ

び々

を
送お

く

る
中な

か

で
、
松ま

つ

方か
た

家け

の
書し

ょ

棚だ
な

に
祖そ

父ふ

の
伝で

ん

記き

『
公こ

う

爵し
ゃ
く

松ま
つ

方か
た

正ま
さ

義よ
し

伝で
ん

』
全ぜ

ん

２
巻か

ん

を
見み

つ
け
た
。
ハ

ル
は
憑つ

か
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
本ほ

ん

を
読よ

み
耽ふ

け

っ
た
。
祖そ

父ふ

が

二に

十じ
ゅ
う

数す
う

年ね
ん

も
前ま

え

に
日に

本ほ
ん

の
対た

い

中ち
ゅ
う

政せ
い

策さ
く

を
批ひ

判は
ん

し
て
い
る
事こ

と

を

知し

っ
た
。
大た

い

陸り
く

で
は
支し

那な

事じ

変へ
ん

が
拡か

く

大だ
い

し
つ
つ
あ
り
、
事じ

態た
い

は

祖そ

父ふ

が
危き

惧ぐ

し
て
い
た
通と

お

り
に
推す

い

移い

し
て
い
た
。

　

自じ

分ぶ
ん

は
こ
う
い
う
人ひ

と

の
孫ま

ご

だ
と
い
う
誇ほ

こ

り
を
抱い

だ

い
た
ハ
ル

は
、
書し

ょ

斎さ
い

に
閉と

じ
こ
も
っ
て
祖そ

父ふ

の
伝で

ん

記き

を
英え

い

訳や
く

し
、
そ
れ
を

母ぼ

校こ
う

プ
リ
ン
シ
ピ
ア
大だ

い

学が
く

の
歴れ

き

史し

学が
く

教き
ょ
う

授じ
ゅ

に
送お

く

っ
て
、
保ほ

管か
ん

を
依い

頼ら
い

し
た
。

　

や
が
て
日に

ち

米べ
い

開か
い

戦せ
ん

と
な
り
、
松ま

つ

方か
た

家け

は
６
人に

ん

の
子こ

供ど
も

の
う

ち
、
ハ
ル
以い

外が
い

の
５
人に

ん

が
ア
メ
リ
カ
に
い
て
、
気き

を
揉も

む
日ひ

び々

が
続つ

づ

い
た
。
や
が
て
松ま

つ

方か
た

家け

は
鎌か

ま

倉く
ら

の
別べ

っ

荘そ
う

に
移う

つ
っ
た
。
海う

み

を

見み

な
が
ら
、
子こ

供ど
も

た
ち
の
無ぶ

事じ

を
祈い

の

れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
敗は

い

戦せ
ん

。
二ふ

た

人り

の
ア
メ
リ
カ
人じ

ん

将し
ょ
う

校こ
う

が
や
っ
て
き
て
、

「
自じ

分ぶ
ん

は
戦せ

ん

争そ
う

犯は
ん

罪ざ
い

人じ
ん

の
摘て

き

発は
つ

と
い
う
役や

く

目め

を
負お

っ
て
い
る

が
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
人じ

ん

材ざ
い

に
乏と

ぼ

し
く
、
仕し

事ご
と

が
一い

っ

向こ
う

に
は
か

ど
ら
な
い
。
つ
い
て
は
、
あ
な
た
の
力ち

か
らを
お
借か

り
で
き
な
い
か
」

と
聞き

い
て
き
た
。

　
私わ

た
しは
即そ

く

座ざ

に
お
断こ

と
わ
り
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私わ

た
しの
知ち

人じ
ん

縁え
ん

者じ
ゃ

に
は
、
戦せ

ん

犯ぱ
ん

容よ
う

疑ぎ

を
か
け
ら
れ
そ
う
な
人ひ

と

が
た
く
さ
ん

い
た
か
ら
で
す
。
そ
う
い
う
方か

た

々が
た

と
、
ア
メ
リ
カ
側が

わ

の
間あ

い
だに
立た

つ
仕し

事ご
と

は
と
て
も
引ひ

き
受う

け
ら
れ
な
い
と
思お

も
っ
た
の
で
す
。［
１
，　

Ｐ
１
３
２
］

　
「
戦せ

ん

犯ぱ
ん

捜そ
う

査さ

の
通つ

う

訳や
く

が
い
や
な
ら
、
新し

ん

聞ぶ
ん

記き

者し
ゃ

の
助じ

ょ

手し
ゅ

は
ど

う
か
」
と
の
申も

う

し
出で

に
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
を
通と

お

し
て
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
真し

ん

意い

を
伝つ

た

え
る
役や

く

ど
こ
ろ
だ
と
直

ち
ょ
っ

感か
ん

し
て
、
ハ
ル
は
迷ま

よ

う
こ
と
な
く
引ひ

き
受う

け
た
。

　

い
と
こ
の
松ま

つ

方か
た

三さ
ぶ

郎ろ
う

・
共

き
ょ
う

同ど
う

通つ
う

信し
ん

社し
ゃ

編へ
ん

集し
ゅ
う

局き
ょ
く

局き
ょ
く

長ち
ょ
うが

「
憲け

ん

法ぽ
う

作さ
く

成せ
い

の
経け

い

緯い

か
ら
し
て
、
紛ま

ぎ

れ
も
な
く
ア
メ
リ
カ
製せ

い

で

は
な
い
か
。
い
か
に
占せ

ん

領り
ょ
う

下か

と
は
い
え
、
憲け

ん

法ぽ
う

ま
で
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
か
ら
い
た
だ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
理り

由ゆ
う

は
な
い
」
と
い
う
異い

議ぎ

を
唱と

な

え
た
時と

き

も
、
ハ
ル
は
こ
れ
を
英え

い

文ぶ
ん

の
メ
モ
に
し
て
、
ア
メ

リ
カ
人じ

ん

の
上

じ
ょ
う

司し

に
届と

ど

け
た
。
彼か

れ

は
深ふ

か

く
頷う

な
ずい
て
メ
モ
を
受う

け

と
っ
た
と
い
う
。

　
や
が
て
ハ
ル
は
高こ

う

級き
ゅ
う

誌し
「
サ
タ
デ
ー・イ
ブ
ニ
ン
グ・ポ
ス
ト
」

の
事じ

務む

職し
ょ
く

員い
ん

に
転て

ん

職し
ょ
くし
た
。
事じ

務む

だ
け
で
な
く
、
自み

ず
か
ら
記き

事じ

を
書か

い
て
投と

う

稿こ
う

し
た
。
同ど

う

誌し

は
毎ま

い

回か
い

１
０
０
編へ

ん

を
超こ

え
る
持も

ち
込こ

み
原げ

ん

稿こ
う

の
う
ち
、
選よ

り
す
ぐ
っ
た
少

し
ょ
う

数す
う

だ
け
を
掲け

い

載さ
い

す

る
が
、
ハ
ル
の
書か

い
た
６
本ほ

ん

の
原げ

ん

稿こ
う

は
す
べ
て
採さ

い

用よ
う

さ
れ
た
。

　

そ
の
う
ち
の
１
本ほ

ん

は
「
翼つ

ば
さ
を
亡な

く
し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
」
と
い

う
題だ

い

で
、
日に

本ほ
ん

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
た
ち
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
宛あ

て

て
、
戦た

た
かい
が
終お

わ
っ
た
以い

上じ
ょ
う、
自じ

家か

用よ
う

機き

の
操そ

う

縦じ
ゅ
うを
認み

と

め
て
欲ほ

し
い
と
訴う

っ
た
え
て
い
る
様さ

ま

を
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
も
の
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

の
高こ

う

級き
ゅ
う

誌し

に
立た

て
続つ

づ

け
に
記き

事じ

を
掲け

い

載さ
い

さ
れ
た
ハ
ル
は
、
実じ

つ

力り
ょ
くを
認み

と

め
ら
れ
て
、
昭

し
ょ
う

和わ

２
９
（
１
９
５
４
）
年ね

ん

に
は
外が

い

人じ
ん

記き

者し
ゃ

ク
ラ
ブ
で
初は

つ

の
日に

っ

本ぽ
ん

女じ
ょ

性せ
い

役や
く

員い
ん

に
選え

ら

ば
れ
た
。

　

昭
し
ょ
う

和わ

３
０
（
１
９
５
５
）
年ね

ん

の
あ
る
日ひ

、
ハ
ル
は
外が

い

人じ
ん

記き

者し
ゃ

ク
ラ
ブ
で
友と

も

達だ
ち

か
ら
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
博は

か

士せ

を
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
た
。

「
あ
な
た
の
こ
と
は
よ
く
存ぞ

ん

じ
上あ

げ
て
い
ま
す
」
と
ハ
ル
は
苦く

笑し
ょ
うし
な
が
ら
言い

っ
た
。
ハ
ル
が
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
小

し
ょ
う

学が
く

５
年ね

ん

生せ
い

の
時と

き

、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
博は

か

士せ

は
高こ

う

等と
う

部ぶ

の
花は

な

形が
た

バ
ス

ケ
ッ
ト
選せ

ん

手し
ゅ

だ
っ
た
の
だ
。

　
こ
の
時と

き

、
博は

か

士せ

が
４
５
歳さ

い

、
ハ
ル
は
４
０
歳さ

い

。
そ
の
前ぜ

ん

年ね
ん

に

博は
か

士せ

は
妻つ

ま

を
亡な

く
し
、
気き

分ぶ
ん

転て
ん

換か
ん

も
か
ね
て
３
人に

ん

の
子こ

供ど
も

と
一い

っ

緒し
ょ

に
研け

ん

究き
ゅ
うの
た
め
に
来ら

い

日に
ち

し
た
の
だ
っ
た
。
半は

ん

年と
し

の
間あ

い
だに
何な

ん

度ど

か
会あ

っ
た
後あ

と

、
博は

か

士せ

は
ハ
ル
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
た
。
ま
ず
「
確た

し

か
め
て
置お

き
た
い
が
、
あ
な
た
は
ま
だ
結け

っ

婚こ
ん

を
諦あ

き
ら
め
た
わ
け
で

は
な
い
で
し
ょ
う
」
と
遠と

お

回ま
わ

し
に
聞き

い
た
。

　
ハ
ル
も
「
結け

っ

婚こ
ん

す
る
ん
だ
っ
た
ら
彼か

れ

し
か
い
な
い
」
と
考か

ん
が
え

て
い
た
。そ
こ
で
少す

こ

し
こ
わ
い
顔か

お

を
し
て「
結け

っ

婚こ
ん

し
な
い
の
な
ら
、

も
う
二に

度ど

と
あ
な
た
と
会あ

い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言い

い
切き

っ

た
。

　

戦せ
ん

前ぜ
ん

、
博は

か

士せ

の
両

り
ょ
う

親し
ん

が
東と

う

京き
ょ
うに
住す

ん
で
い
た
頃こ

ろ

か
ら
ハ
ウ

ス
キ
ー
パ
ー
を
し
て
い
た
桑く

わ

原は
ら

モ
ト
さ
ん
に
、
博は

か

士せ

は
ハ
ル
を

見み

て
貰も

ら

っ
た
が
、
ど
こ
と
な
く
博は

か

士せ

の
母は

は

親お
や

に
似に

て
い
る
、
と

思お
も

っ
た
モ
ト
さ
ん
は
「
あ
の
お
方か

た

な
ら
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

、
私わ

た
し
が
太た

い

鼓こ

判ば
ん

を
押お

し
ま
す
」
と
答こ

た

え
た
。
ア
メ
リ
カ
東と

う

部ぶ

の
謹き

ん

厳げ
ん

な
気き

風ふ
う

を
持も

っ
た
母は

は

親お
や

と
、
武ぶ

家け

に
生う

ま
れ
た
ハ
ル
に
は
相あ

い

通つ
う

ず
る

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
頃ご

ろ

、
博は

か

士せ

の
母は

は

親お
や

は
ボ
ス
ト
ン
で
病

び
ょ
う

床し
ょ
うに
あ
り
、
ハ
ル

が
渡と

米べ
い

し
た
時と

き

に
は
す
で
に
亡な

く
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
博は

か

士せ

の
父ち

ち

親お
や

は
、
ハ
ル
と
気き

心ご
こ
ろが
あ
っ
た
。
こ
れ
も
ハ
ル
が
母は

は

親お
や

に
似に

て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

翌よ
く

昭し
ょ
う

和わ

３
１
（
１
９
５
６
）
年ね

ん

に
、
博は

か

士せ

は
ハ
ル
を
連つ

れ

て
３
人に

ん

の
子こ

供ど
も

と
共と

も

に
ア
メ
リ
カ
に
帰か

え

り
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大だ

い

学が
く

に
戻も

ど
っ
た
。
３
年ね

ん

後ご

に
は
ハ
ル
は
米べ

い

国こ
く

籍せ
き

を
取し

ゅ

得と
く

し
た
。

　

１
９
６
１
（
昭

し
ょ
う

和わ

３
６
）
年ね

ん

１
月が

つ

末ま
つ

、
博は

か

士せ

は
発ほ

っ

足そ
く

し
た

ば
か
り
の
ケ
ネ
デ
ィ
新し

ん

政せ
い

権け
ん

か
ら
、
駐

ち
ゅ
う

日に
ち

大た
い

使し

に
、
と
の
要よ

う

請せ
い

を
受う

け
た
。
ハ
ル
に
相そ

う

談だ
ん

す
る
と
、「
い
や
で
す
。
絶ぜ

っ

対た
い

に
。

お
受う

け
に
な
る
な
ら
単た

ん

身し
ん

赴ふ

任に
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
下く

だ

さ
い
。

私わ
た
しは
ボ
ス
ト
ン
で
し
っ
か
り
家か

族ぞ
く

の
面め

ん

倒ど
う

を
見み

て
お
り
ま
す
か

ら
」
と
撥は

ね
付つ

け
た
。

　

そ
も
そ
も
大た

い

使し

の
妻つ

ま

が
外が

い

国こ
く

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
場ば

合あ
い

、
そ
の
母ぼ

国こ
く

に

は
赴ふ

任に
ん

し
な
い
こ
と
が
慣か

ん

例れ
い

と
な
っ
て
い
た
。
ま
し
て
、
日に

本ほ
ん

で
は
前ぜ

ん

年ね
ん

に
６
０
年ね

ん

安あ
ん

保ぽ

騒そ
う

動ど
う

が
起お

こ
っ
て
お
り
、
ア
イ
ゼ

ン
ハ
ワ
ー
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが
来ら

い

日に
ち

直ち
ょ
く

前ぜ
ん

で
訪ほ

う

日に
ち

を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
、

と
い
う
事じ

態た
い

ま
で
生し

ょ
うじ
て
い
た
。

　

そ
う
い
う
中な

か

で
、
日に

本ほ
ん

を
良よ

く
知し

る
博は

か

士せ

と
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

妻づ
ま

の
ハ
ル
を
大た

い

使し

夫ふ

妻さ
い

と
し
て
送お

く

り
込こ

も
う
と
い
う
の
は
名め

い

案あ
ん

で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
ハ
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
大た

い

使し

の
妻つ

ま

と
し
て
自じ

分ぶ
ん

が
行い

け
ば
、
好こ

う

意い

的て
き

な
迎む

か

え
方か

た

を
す
る
人ひ

と

ば
か
り
で
は
な

い
、
と
思お

も
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
博は

か

士せ

と
し
て
は
、
今い

ま

ま
で
の
日に

本ほ
ん

研け
ん

究き
ゅ
うの
成せ

い

果か

を
生い

か
す
千せ

ん

載ざ
い

一い
ち

遇ぐ
う

の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
ハ
ル
は
３
日か

間か
ん

、
苦く

慮り
ょ

し
た
後あ

と

に
、
よ
う
や
く
折お

れ
た
。「
国こ

っ

家か

が
諸し

ょ

君く
ん

の
た
め
に
何な

に

を
し
て
く
れ
る
か
と
い
う
よ
り
、
諸し

ょ

君く
ん

が
国こ

っ

家か

の
た
め
に
何な

に

が

で
き
る
か
を
考か

ん
が
え
よ
」
と
説と

い
た
ケ
ネ
デ
ィ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
就

し
ゅ
う

任に
ん

演え
ん

説ぜ
つ

で
決け

つ

意い

を
固か

た

め
た
の
だ
っ
た
。
い
か
に
も
武ぶ

家け

の
娘む

す
め
ら
し
い

決け
つ

断だ
ん

で
あ
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

語ご

が
流

り
ゅ
う

暢ち
ょ
うな
博は

か

士せ

と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

妻づ
ま

と
い
う
新し

ん

任に
ん

大た
い

使し

夫ふ

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．「
し
ょ
せ
ん
、

          

こ
こ
は
自じ

分ぶ
ん

の
国く

に

で
は
な
い
」

（３） ２０１８年第５１２９号 	１１月	２４日	（土曜日）

妻さ
い

は
、
日に

本ほ
ん

側が
わ

か
ら
予よ

想そ
う

外が
い

の
好こ

う

感か
ん

を
持も

っ
て
迎む

か

え
ら
れ
た
。

宮き
ゅ
う

中ち
ゅ
うで
の
天て

ん

皇の
う

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

は
二ふ

た

人り

の
顔か

お

を
ご
覧ら

ん

に
な
っ
て
ホ
ッ
と
し
た
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うを
さ
れ
た
。

日に

本ほ
ん

に
精く

わ

し
い
博は

か

士せ

と
、
明め

い

治じ

の
元げ

ん

勲く
ん

の
血ち

を
引ひ

い
て
皇こ

う

室し
つ

に

縁え
ん

の
あ
る
親し

ん

類る
い

縁え
ん

者じ
ゃ

を
持も

つ
ハ
ル
に
、天て

ん

皇の
う

は
気き

を
許ゆ

る

さ
れ
た
。

　

日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

も
大た

い

使し

夫ふ

妻さ
い

を
歓か

ん

迎げ
い

し
た
。
博は

か

士せ

は
来ら

い

日に
ち

早そ
う

々そ
う

か
ら
各か

く

地ち

へ
の
視し

察さ
つ

旅り
ょ

行こ
う

を
こ
こ
ろ
が
け
た
が
、
当と

う

初し
ょ

は
単た

ん

身し
ん

で
の
視し

察さ
つ

で
、
行い

く
先さ

き

々ざ
き

で
「
な
ぜ
ハ
ル
夫ふ

人じ
ん

と
一い

っ

緒し
ょ

に
来こ

な

か
っ
た
の
か
」
と
な
じ
る
よ
う
に
問と

い
た
だ
さ
れ
、
途と

中ち
ゅ
うか
ら

は
一い

っ

緒し
ょ

の
視し

察さ
つ

に
切き

り
替か

え
た
。
任に

ん

期き

中ち
ゅ
うの
視し

察さ
つ

は
３
９
都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

に
及お

よ

ん
だ
。

　

大た
い

使し

夫ふ

人じ
ん

と
し
て
取と

り
組く

ん
だ
課か

題だ
い

に
、
日に

本ほ
ん

で
の
女じ

ょ

性せ
い

リ
ー
ダ
ー
の
育い

く

成せ
い

が
あ
る
。手て

始は
じ

め
に
昭

し
ょ
う

和わ

３
８（
１
９
６
３
）

年ね
ん

、
衆

し
ゅ
う

参さ
ん

両り
ょ
う

院い
ん

の
各か

く

党と
う

を
代だ

い

表ひ
ょ
うす
る
女じ

ょ

性せ
い

議ぎ

員い
ん

５
人に

ん

が
渡と

米べ
い

し
た
。
２
ヶ
月げ

つ

間か
ん

、
交こ

う

通つ
う

費ひ

、
宿

し
ゅ
く

泊は
く

費ひ

、
日に

っ

当と
う

を
ア
メ
リ
カ

政せ
い

府ふ

が
支し

給き
ゅ
うし
て
、
自じ

由ゆ
う

に
ア
メ
リ
カ
を
視し

察さ
つ

す
る
機き

会か
い

が

与あ
た

え
ら
れ
た
。
一い

っ

般ぱ
ん

人じ
ん

に
は
渡と

米べ
い

な
ど
考か

ん
が
え
ら
れ
な
か
っ
た
時じ

代だ
い

に
、
各か

く

界か
い

の
女じ

ょ

性せ
い

リ
ー
ダ
ー
を
育そ

だ

て
よ
う
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
。

　

ま
た
、
あ
る
時と

き

は
、
ハ
ル
は
数す

う

千せ
ん

人に
ん

の
女じ

ょ

性せ
い

を
前ま

え

に
し
た

講こ
う

演え
ん

で
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
語か

た
っ
た
。

　
私わ

た
しは
日に

っ

中ち
ゅ
う

戦せ
ん

争そ
う

の
直

ち
ょ
く

前ぜ
ん

ま
で
ア
メ
リ
カ
の
大だ

い

学が
く

で
学ま

な

ん
で

い
ま
し
た
が
、
日に

本ほ
ん

と
ア
メ
リ
カ
が
太た

い

平へ
い

洋よ
う

戦せ
ん

争そ
う

に
突と

つ

入に
ゅ
うし

た
一ひ

と
つ
の
理り

由ゆ
う

は
日に

ち

米べ
い

間か
ん

の
理り

解か
い

と
認に

ん

識し
き

の
不ふ

足そ
く

だ
っ
た
と
思お

も

い
ま
す
。

　
プ
リ
ン
シ
ピ
ア
大だ

い

学が
く

４
年ね

ん

の
と
き
、
私わ

た
しは
す
で
に
両

り
ょ
う

国こ
く

の
理り

解か
い

を
深ふ

か

め
る
の
を
生

し
ょ
う

涯が
い

の
仕し

事ご
と

に
し
よ
う
と
決き

め
て
い
ま
し

た
が
、
不ふ

幸こ
う

に
も
手て

お
く
れ
で
戦せ

ん

争そ
う

が
お
き
て
し
ま
い
ま
し

た
。
い
ま
、
あ
の
手て

お
く
れ
の
ぶ
ん
ま
で
取と

り
戻も

ど

す
つ
も
り
で
、

私わ
た
しな
り
の
役や

く

目め

を
は
た
し
て
い
る
毎ま

い

日に
ち

で
す
。［
１
，　

Ｐ

２
４
６
］

　

し
か
し
、
大た

い

使し

時じ

代だ
い

後こ
う

半は
ん

に
は
二ふ

た

つ
の
大お

お

き
な
事じ

件け
ん

が
続つ

づ

い
て
、
二ふ

た

人り

の
活か

つ

動ど
う

が
阻そ

害が
い

さ
れ
た
。
第だ

い

一い
ち
に
、
１
９
６
３

（
昭

し
ょ
う

和わ

３
８
）
年ね

ん

の
ケ
ネ
デ
ィ
暗あ

ん

殺さ
つ

。
自じ

分ぶ
ん

を
見み

込こ

ん
で
任に

ん

命め
い

し
て
く
れ
た
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが
倒た

お

れ
、
後こ

う

任に
ん

の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政せ

い

権け
ん

は

博は
か

士せ

に
言い

わ
せ
れ
ば
、「
野や

蛮ば
ん

で
国こ

く

際さ
い

性せ
い

に
欠か

け
る
」
の
で
、

ケ
ネ
デ
ィ
な
き
あ
と
、
こ
れ
以い

上じ
ょ
う、
東と

う

京き
ょ
うで
働は

た
ら
く
義ぎ

務む

は
な
い
、

と
し
き
り
に
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
た
。

　

そ
れ
か
ら
４
ヶ
月げ

つ

後ご

、
博は

か

士せ

自じ

身し
ん

が
精せ

い

神し
ん

異い

常じ
ょ
うの
１
９
歳さ

い

の
男だ

ん

性せ
い

に
ナ
イ
フ
で
刺さ

さ
れ
、
右み

ぎ

股ま
た

に
５
０
セ
ン
チ
も
の
傷き

ず

を

負お

う
と
い
う
事じ

件け
ん

が
起お

き
た
。
犯は

ん

人に
ん

は
そ
の
場ば

で
取と

り
押お

さ

え
ら
れ
た
が
、
博は

か

士せ

は
血ち

ま
み
れ
の
ま
ま
、
近ち

か

く
の
虎と

ら

の
門も

ん

病び
ょ
う

院い
ん

に
運は

こ

び
込こ

ま
れ
た
。
大た

い

量り
ょ
うの
輸ゆ

血け
つ

を
受う

け
て
一い

ち

命め
い

は
と

り
と
め
た
が
、
こ
れ
が
原げ

ん

因い
ん

と
な
っ
て
、
そ
の
後ご

、
肝か

ん

炎え
ん

に
悩な

や

ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
頃ご

ろ

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
つ
い
て
、
ハ
ル
夫ふ

人じ
ん

は
こ
う
語か

た
っ
て
い
る
。

　
ケ
ネ
デ
ィ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
暗あ

ん

殺さ
つ

に
落ら

く

胆た
ん

し
て
一い

っ

旦た
ん

は
帰き

国こ
く

を
考か

ん
がえ

た
私わ

た
し
た
ち
で
し
た
が
、
逆ぎ

ゃ
くに
容よ

う

態だ
い

が
悪あ

っ

化か

し
た
時じ

点て
ん

で
主し

ゅ

人じ
ん

も
私わ

た
しも
絶ぜ

っ

対た
い

に
辞じ

任に
ん

す
べ
き
で
は
な
い
と
考か

ん
がえ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
い
ま
辞じ

任に
ん

す
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
責せ

き

任に
ん

を
感か

ん

じ
る
だ

ろ
う
と
思お

も
っ
た
か
ら
で
す
。
せ
め
て
あ
と
一い

ち

年ね
ん

は
東と

う

京き
ょ
うに
い
な

け
れ
ば
と
、
私わ

た
した
ち
は
い
つ
し
か
お
互た

が

い
に
励は

げ

ま
し
合あ

う
よ
う

に
さ
え
な
っ
て
い
ま
し
た
。［
１
，　
Ｐ
２
４
１
］

　

昭
し
ょ
う

和わ

４
１
（
１
９
６
６
）
年ね

ん

７
月が

つ

、
後こ

う

任に
ん

も
決き

ま
っ
て
、

博は
か

士せ

は
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

で
、
離り

日に
ち

を
伝つ

た

え
る
日に

本ほ
ん

語ご

の
ス
テ
ー
ト

メ
ン
ト
を
読よ

み
上あ

げ
た
。
締し

め
く
く
り
に
日に

本ほ
ん

と
ア
メ
リ
カ
の

間あ
い
だの
理り

解か
い

と
協

き
ょ
う

力り
ょ
くよ
り
大た

い

切せ
つ

な
も
の
は
な
い
と
し
、
自じ

分ぶ
ん

は

日に

本ほ
ん

は
離は

な

れ
る
が
、
心こ

こ
ろは
こ
の
国く

に

に
残の

こ

し
て
い
く
と
ま
で
言い

い

切き

っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
連れ

ん

日じ
つ

の
よ
う
に
盛せ

い

大だ
い

な
送そ

う

別べ
つ

会か
い

が
催も

よ
お
さ
れ
た
が
、

い
ま
も
ハ
ル
夫ふ

人じ
ん

の
胸む

ね

に
焼や

き
付つ

い
て
い
る
の
が
、
皇こ

う

居き
ょ

に
お

別わ
か

れ
に
行い

っ
た
時と

き

、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

が
冗

じ
ょ
う

談だ
ん

ま
じ
り
に
漏も

ら
さ
れ
た

次つ
ぎ

の
一ひ

と

言こ
と

だ
と
い
う
。

　
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
さ
ん
。
駐

ち
ゅ
う

日に
ち

ア
メ
リ
カ
大た

い

使し

と
し
て
政せ

い

治じ

的て
き

な
仲

ち
ゅ
う

介か
い

役や
く

は
立り

っ

派ぱ

に
果は

た
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は

ど
う
か
日に

本ほ
ん

か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
文ぶ

ん

化か

大た
い

使し

に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。［
１
，　
Ｐ
２
５
５
］

　

日に
ち

米べ
い

双そ
う

方ほ
う

の
理り

解か
い

が
大た

い

切せ
つ

と
い
う
認に

ん

識し
き

は
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

も

日に
ち

米べ
い

間か
ん

の
理り

解か
い

を
深ふ

か

め
、

　

太た
い

平へ
い

洋よ
う

を
平へ

い

和わ

の
海う

み

に
す
る
た
め
に
捧さ

さ

げ
た
一い

っ

生し
ょ
う

４
．「
結け

っ

婚こ
ん

し
な
い
の
な
ら
、

         

も
う
二に

度ど

と
あ
な
た
と

         

会あ

い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
」

７
．「
い
ま
辞じ

任に
ん

す
れ
ば
、

         

日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
責せ

き

任に
ん

を

         

感か
ん

じ
る
だ
ろ
う
」

５
．「
い
や
で
す
。
絶ぜ

っ

対た
い

に
」

３
．「
あ
な
た
の
力ち

か
ら

を

               

お
借か

り
で
き
な
い
か
」

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が

称し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

国こ
く

際さ
い

派は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
８

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．
上う

え

坂さ
か

冬ふ
ゆ

子こ

『
ハ
ル
・
ラ

イ
シ
ャ
ワ
ー
』、
講こ

う

談だ
ん

社し
ゃ

、
Ｈ

６ 博は
か

士せ

は
世よ

を
去さ

っ
た
。
博は

か

士せ

の
訃ふ

報ほ
う

が
届と

ど

い
た
日ひ

に
、
妃ひ

殿で
ん

下か

は
４
首し

ゅ

の
御お

歌う
た

を
贈お

く

ら
れ
た
。
そ
の
中な

か

に
ラ
ホ
ー
ヤ
の
別べ

っ

荘そ
う

か

ら
太た

い

平へ
い

洋よ
う

を
眺な

が

め
て
い
た
博は

か

士せ

の
姿す

が
た
を
思お

も

わ
れ
た
次つ

ぎ

の
一い

っ

首し
ゅ

が

あ
る
。

　
一ひ

とつ
窓ま

ど

思お
も

い
て
止や

ま
ず
病や

み
し
君き

み

の
太た

い

平へ
い

洋よ
う

を
望の

ぞ

み
ま
し
と

ふ
　

そ
の
「
一ひ

と
つ
窓ま

ど

」
か
ら
見み

え
る
太た

い

平へ
い

洋よ
う

の
先さ

き

に
は
日に

本ほ
ん

が
あ

る
。
海う

み

は
人ひ

と

を
結む

す

び
、
相そ

う

互ご

理り

解か
い

を
も
た
ら
す
平へ

い

和わ

の
海う

み

と

な
る
が
、
相そ

う

互ご

理り

解か
い

が
足た

り
な
い
と
戦た

た
かい
の
海う

み

に
も
な
る
。
ラ

イ
シ
ャ
ワ
ー
博は

か

士せ

と
ハ
ル
夫ふ

人じ
ん

は
、
平へ

い

和わ

の
海う

み

を
求も

と

め
て
、
そ

の
一い

っ

生し
ょ
うを
捧さ

さ

げ
た
の
で
あ
っ
た
。

１
．「
お
墓は

か

は
太た

い

平へ
い

洋よ
う

」

６
．「
手て

お
く
れ
の
ぶ
ん
ま
で

         

取と

り
戻も

ど

す
つ
も
り
で
」

８
．「
一ひ

と

つ
窓ま

ど

思お
も
う

い
て
止や

ま
ず
」

お
持も

ち
だ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
戻も

ど

っ
て

２
０
年ね

ん

目め

の
１
９
８
６

年ね
ん

か
ら
翌よ

く

年と
し

に
か
け
て
、

二ふ
た

つ
の
慶け

い

事じ

が
続つ

づ

い
た
。

一ひ
とつ
は
、
父ち

ち

方か
た

の
祖そ

父ふ

で

武ぶ

家け

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
松ま

つ

方か
た

正ま
さ

義よ
し

公こ
う

爵し
ゃ
くと
、
母は

は

方か
た

の
祖そ

父ふ

で
ア
メ
リ
カ
で
絹き

ぬ

を
商

あ
き
な

っ

て
成せ

い

功こ
う

し
た
新あ

ら

井い

領り
ょ
う

一い

郎ち

を
軸じ

く

と
し
て
一い

ち

族ぞ
く

の
歴れ

き

史し

を
追お

っ
た
『
絹き

ぬ

と
武ぶ

士し

』
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大だ

い

学が
く

か
ら
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
、
日に

本ほ
ん

で
も
そ
の
翻ほ

ん

訳や
く

が
話わ

題だ
い

と
な
っ
た
こ
と
。
夫お

っ
との
看か

ん

病び
ょ
うを
し
な
が
ら
１
０
年ね

ん

か
が
り
で
ま
と
め
た
労ろ

う

作さ
く

で
あ
っ
た
。

　

も
う
一ひ

と

つ
は
翌よ

く

年と
し

の

１
０
月が

つ

、
皇こ

う

太た
い

子し

夫ふ

妻さ
い

を
ボ
ス
ト
ン
の
自じ

宅た
く

に
お

泊と

め
し
た
こ
と
。
ハ
ル
夫ふ

人じ
ん

の
心こ

こ
ろの
こ
も
っ
た
お
も

て
な
し
に
よ
り
、
両

り
ょ
う

殿で
ん

下か

と
も
く
つ
ろ
い
だ
二に

泊は
く

三み
っ

日か

を
過す

ご
さ
れ
た
。

　
こ
の
日ひ

か
ら
わ
ず
か
３

年ね
ん

後ご

に
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
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boleto bancário

Anúncio da empresa

Lançamento de campanha especial de fim de ano

Decidimos lançar uma campanha especial de fim de ano a partir de 21 de

novembro. Para aqueles que comprarem a assinatura sem-

estral ainda este ano, sejam novos ou atuais assinantes,

ganharão mais um mês de assinatura.

Por exemplo, para aquele cuja assinatura vencer em 15 de fevereiro de

2019, se comprar a assinatura de seis meses ainda este ano, terá a assinatura

estendida até 15 de setembro de 2019, que originalmente seria até 15 de

agosto de 2019.
Para os leitores que aderirem à campanha, pedimos a

gentileza de pagar o valor da assinatura diretamente

na sede do jornal,  no bairro da Liberdade, em São Pau-

lo, pois não podemos emitir boletos bancários para o

pagamento desta campanha. Para os leitores que moram em

outras localidades e queiram participar da campanha, pedimos a gentileza

de telefonar para o jornal, fazer o depósito bancário e enviar uma cópia do

comprovante de depósito.

Será ainda mais proveitoso se fizerem junto a assinatura de seis meses do

Jornal Nippak, nosso jornal semanal em português voltado para os nipo-

descendentes.

O valor da assinatura semestral dos dois jornais seria

de R$ 510,00, mas com esta campanha, o valor será de

R$ 460,00 com um mês a mais, ou seja, serão sete

meses. Se assinarem os dois jornais por um ano, o preço seria de R$

960,00, mas com o desconto, ficará por R$ 870,00.

Para aqueles que pagarem a assinatura pessoalmente na sede do jornal até

o final do ano, ganharão de presente um exemplar do

“Cultura Japonesa 5”, livro publicado por este jornal.

Avisem seus amigos e conhecidos e aproveitem a

campanha!

Para informações ou assinaturas por telefone, o contato é (11) 3340-6060.

Solicitamos a gentileza de ligarem no período da tarde,

pois no período da manhã a linha pode ficar conges-

tionada. Quem preferir pode nos contatar por e-mail, os endereços são:

nikkeyshimbun@yahoo.com.br e assinatura@nippak.jp.
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繋つ
な

が
る
遺い

産さ
ん

を
残の

こ

し
た
」（
上う

え

原は
ら

テ
リ
オ
）
と
絶ぜ

っ

賛さ
ん

し
て
い

た
。
日に

本ほ
ん

か
ら
の
来ら

い

賓ひ
ん

も
絶ぜ

っ

賛さ
ん

し
て
い
た
よ
う
な
豪ご

う

華か

シ
ョ

ー
が
、
た
っ
た
１
回か

い

、
５
千せ

ん

人に
ん

の
前ま

え

で
行お

こ

な
わ
れ
る
だ
け

で
は
も
っ
た
い
な
い
。
１
２
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

へ
の
課か

題だ
い

の
一ひ

と

つ
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

日に
っ

伯ぱ
く

協き
ょ
う

会か
い

（
三み

野の

哲て
つ

治じ

理り

事じ

長ち
ょ
う、
本ほ

ん

部ぶ

＝
神こ

う

戸べ

市し

）

　

来ら
い

月げ
つ

２
日か

の
紅こ

う

白は
く

歌う
た

合が
っ

戦せ
ん

で
閉へ

い

幕ま
く

を
迎む

か

え
る
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

祭さ
い

典て
ん

―
―
一ひ

と

足あ
し

先さ
き

に
、
こ
の
祭さ

い

典て
ん

事じ

業ぎ
ょ
うの
総そ

う

括か
つ

と
し
て
「
反は

ん

省せ
い

会か
い

」
が
、
２
１
日に

ち

、
文ぶ

ん

協き
ょ
う

貴き

賓ひ
ん

室し
つ

で
催も

よ
おさ
れ
た
。
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

を
好こ

う

評ひ
ょ
うす
る
声こ

え

が
多た

数す
う

を
占し

め
る
一い

っ

方ぽ
う

、

資し

金き
ん

調ち
ょ
う

達た
つ

で
は
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

個こ

人じ
ん

に
過か

度ど

に
依い

存ぞ
ん

し
た
体た

い

制せ
い

と
な
っ
て
い

た
こ
と
が
改あ

ら
た
め
て
浮う

き
彫ぼ

り
と
な
り
、
１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
向む

け
た
持じ

続ぞ
く

可か

能の
う

な
体た

い

制せ
い

構こ
う

築ち
く

や
、
次じ

世せ

代だ
い

リ
ー
ダ
ー
育い

く

成せ
い

の
必ひ

つ

要よ
う

性せ
い

が
課か

題だ
い

と
し
て
浮ふ

上じ
ょ
うし
た
。

の
会か

い

報ほ
う

『
ブ
ラ
ジ
ル
』
第だ

い

９
８
１
号ご

う

を
見み

て
い
た
ら
、

兵ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

立り
つ

美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

で
９
月が

つ

、

ア
ン
ド
レ
・
コ
レ
イ
ア
・
ド
・

ラ
ー
ゴ
駐

ち
ゅ
う

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
大た

い

使し

（
当と

う

時じ

）
が
し
た
講こ

う

演え
ん

内な
い

容よ
う

が
掲け

い

載さ
い

さ
れ
て
い
た
。
い
わ

く
《
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

府ふ

に
は
ブ
ラ
ジ

ル
固こ

有ゆ
う

の
植

し
ょ
く

物ぶ
つ

を
使つ

か

っ
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
手て

に
よ
る
庭て

い

園え
ん

が
あ

り
、
そ
こ
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
の

に
向む

け
た
課か

題だ
い

の
８
つ
を
議ぎ

題だ
い

と
し
て
、
検

け
ん
と

討う

が
行お

こ
な
わ
れ

た
。

　

組そ

織し
き

体た
い

制せ
い

に
つ
い
て
は
、

「
組そ

織し
き

の
全ぜ

ん

体た
い

像ぞ
う

が
分わ

か
り

づ
ら
く
、
互た

が

い
の
委い

員い
ん

会か
い

の

機き

能の
う

が
分わ

か
ら
な
い
」（
市い

ち

川か
わ

利と
し

雄お

）
と
意い

思し

疎そ

通つ
う

の
欠け

つ

如じ
ょ

を
指し

摘て
き

。
ま
た
「
新し

ん

年ね
ん

初は
つ

釜が
ま

は
昨さ

く

年ね
ん

６
月が

つ

に
記き

念ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
うに

認に
ん

定て
い

さ
れ
て
い
た
。
だ
が
そ

の
後ご

連れ
ん

絡ら
く

は
な
く
、
開か

い

催さ
い

一い
っ

カ
月げ

つ

前ま
え

に
急き

ゅ
うに
召

し
ょ
う

集し
ゅ
うが
あ
り
、

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うを
任ま

か

せ
ら
れ
た
」

（
林は

や
し
ま
ど
か
）
な
ど
、
責せ

き

任に
ん

者し
ゃ

が
直

ち
ょ
く

前ぜ
ん

ま
で
曖あ

い

昧ま
い

に
な
っ
て

い
た
事じ

例れ
い

も
報ほ

う

告こ
く

さ
れ
た
。

　

同ど
う

委い

員い
ん

会か
い

は
、
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うの
人じ

ん

選せ
ん

に
１
年ね

ん

間か
ん

も
難な

ん

航こ
う

し
た
上う

え

、
昨さ

く

年ね
ん

１
月が

つ

末ま
つ

に
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

氏し

を
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うと

し
て
４
月が

つ

に
始し

動ど
う

開か
い

始し

。
こ

れ
ま
で
の
周

し
ゅ
う

年ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
うに
比く

ら

べ

遅お
そ

い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
実じ

っ

質し
つ

一い
ち

年ね
ん

で
準

じ
ゅ
ん

備び

し
た
こ
と
に

賞し
ょ
う

賛さ
ん

の
声こ

え

も
上あ

が
る
一い

っ

方ぽ
う

で
、「
よ
り
丁て

い

寧ね
い

な
準

じ
ゅ
ん

備び

の
た

め
３
年ね

ん

前ま
え

が
理り

想そ
う

」（
深ふ

か

沢さ
わ

）

と
結む

す

ん
だ
。

　

資し

金き
ん

集あ
つ

め
に
つ
い
て
は
、

募ぼ

金き
ん

活か
つ

動ど
う

や
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

券け
ん

販は
ん

売ば
い

に

よ
り
、
短た

ん

期き

間か
ん

に
計け

い

画か
く

を
上う

わ

回ま
わ

る
約や

く

３
８
０
万ま

ん

レ
の
資し

金き
ん

が
集あ

つ

ま
っ
た
も
の
の
、
菊き

く

地ち

氏し

個こ

人じ
ん

の
集

し
ゅ
う

金き
ん

能の
う

力り
ょ
くに
依い

存ぞ
ん

し

て
い
た
こ
と
が
改あ

ら
た
め
て
浮う

き

彫ぼ

り
に
な
っ
た
。「
個こ

人じ
ん

頼た
よ

り

で
は
不ふ

安あ
ん

。
継け

い

続ぞ
く

性せ
い

を
追つ

い

求
き
ゅ
う

す
べ
き
」（
平

ひ
ら
っ

田た

ア
ン
ジ
ェ
ラ
）、

「
基き

金き
ん

を
設せ

つ

立り
つ

し
て
は
ど
う

か
」（
栗く

り

田た

ク
ラ
ウ
ジ
オ
）
等と

う

の
提て

い

案あ
ん

も
。

　

祭さ
い

典て
ん

の
目め

玉だ
ま

と
な
っ
た
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
と
の
式し

き

典て
ん

併へ
い

催さ
い

に
つ
い
て
は
、
利り

点て
ん

が
多お

お

か
っ

た
一い

っ

方ぽ
う

で
今こ

ん

後ご

の
課か

題だ
い

も
浮ふ

上じ
ょ
うし
た
。

　
「
日に

本ほ
ん

の
要よ

う

人じ
ん

が
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
を
知し

る
良よ

い
機き

会か
い

に
な
っ

た
」（
深ふ

か

沢さ
わ

）、「
合ご

う

同ど
う

開か
い

催さ
い

で
資し

金き
ん

面め
ん

で
の
抑よ

く

制せ
い

に
繋つ

な

が

っ
た
」（
松ま

つ

尾お

治お
さ
む）
と
す
る
一い

っ

方ぽ
う

、「
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

会か
い

場じ
ょ
うの
収

し
ゅ
う

容よ
う

人に
ん

数ず
う

に
制せ

い

限げ
ん

が
あ
り
、
多お

お

く
の
人ひ

と

が
見み

ら
れ
な
か
っ
た
」、

「
大た

い

金き
ん

を
投と

う

じ
て
作つ

く

っ
た
特と

く

　

ヤ
マ
ト
商

し
ょ
う

事じ

（
高た

か

木ぎ

和か
ず

博ひ
ろ

社し
ゃ

長ち
ょ
う）
が
経け

い

営え
い

す
る
味み

噌そ

ラ

ー
メ
ン
専せ

ん

門も
ん

店て
ん

「
ら
ー
め
ん

和か
ず

」
１
号ご

う

店て
ん

が
、
近き

ん

日じ
つ

中
ち
ゅ
う

に
聖せ

い

市し

ト
マ
ス
・
ゴ
ン
ザ
ガ

街が
い

８
７
番ば

ん

に
移い

転て
ん

す
る
に
伴

と
も
な

い
、
そ
の
開か

い

店て
ん

セ
レ
モ
ニ
ー

が
２
４
日か

に
通と

お

り
を
は
さ
ん

だ
同ど

う

系け
い

列れ
つ

の
エ
ス
パ
ッ
ソ
・

カ
ズ
店て

ん

で
行お

こ

な
わ
れ
る
。
新し

ん

店て
ん

舗ぽ

の
正せ

い

式し
き

な
営え

い

業ぎ
ょ
う

開か
い

始し

は
１
２
月が

つ

の
予よ

定て
い

。

　

そ
れ
に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

す
る
た
め
に

提て
い

携け
い

先さ
き

の
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

「
ト
ラ

イ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」

（
本ほ

ん

社し
ゃ

＝
千ち

葉ば

県け
ん

）
の
田た

所
ど
こ
ろ

史ふ
み

之ゆ
き

（
ふ
み
ゆ
き
）
社し

ゃ

長ち
ょ
う、

瀬せ

倉く
ら

亘た
か

貴の
ぶ

（
の
ぶ
た
か
）
常

じ
ょ
う

務む

執し
っ

行こ
う

役や
く

員い
ん

ら
が
２
２
日に

ち

来ら
い

聖せ
い

し
、
ヤ
マ
ト
商

し
ょ
う

事じ

の
長は

谷せ

川が
わ

洋よ
う

二じ

取と
り

締し
ま
り

役や
く

と
共と

も

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
。

設せ
つ

舞ぶ

台た
い

な
の
に
、
ほ
ぼ
式し

き

典て
ん

で
し
か
使つ

か

わ
な
か
っ
た
」（
市い

ち

川か
わ

）
な
ど
の
意い

見け
ん

も
出で

た
。

　

眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

ご
歓か

ん

迎げ
い

に
つ
い
て
は
、「
待た

い

望ぼ
う

の
眞ま

子こ

さ
ま
ご
訪ほ

う

問も
ん

と
あ
り
、
地ち

域い
き

一い
っ

帯た
い

と
な
っ
て
盛も

り
上あ

が
っ
た
」

（
安や

す

永な
が

信し
ん

一い
ち

）、「
ブ
ラ
ジ
ル

人じ
ん

か
ら
、
さ
っ
そ
く
『
次つ

ぎ

は
い

　

同ど
う

店て
ん

の
麺め

ん

や
ス
ー
プ
、
餃

ぎ
ょ
う

子ざ

は
全す

べ

て
ト
ラ
イ
社し

ゃ

が
日に

本ほ
ん

で
作つ

く

っ
た
も
の
を
直

ち
ょ
く

輸ゆ

入に
ゅ
うし

て
い
る
。
ま
さ
に
「
日に

本ほ
ん

の

味あ
じ

」
だ
。
こ
の
１
号ご

う

店て
ん

は
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し

て
２
０
０
８
年ね

ん

６
月が

つ

１
８
日に

ち

の
「
移い

民み
ん

の
日ひ

」
に
東と

う

洋よ
う

街が
い

に
開か

い

店て
ん

し
た
。
こ
れ
は
ト
ラ

イ
社し

ゃ

の
「
海か

い

外が
い

１
号ご

う

店て
ん

」
で

も
あ
っ
た
。

イベントを盛
も

り上
あ

げたフィナーレのサンバショー

　

Ｖ
ｉ
ｖ
ａ
１
１
０
！
ブ
ラ

ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
祝い

わ

う
横よ

こ

浜は
ま

市し

民み
ん

の
会か

い

（
代だ

い

表ひ
ょ
う

：
小こ

林ば
や
し

正ま
さ

博ひ
ろ

）
が
、『
Ｖ

Ｉ
Ｖ
Ａ
！　

１
１
０　

ｄ
ｅ　

Ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｈ
ａ
ｍ
ａ
』（
横よ

こ

浜は
ま

で
み
ん
な
で
祝い

わ

お
う
ブ
ラ

ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

）
を
１
１
日に

ち

午ご

後ご

、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
横よ

こ

浜は
ま

セ
ン
タ
ー
体た

い

育い
く

館か
ん

で
開か

い

催さ
い

す
る
。
イ
ベ
ン
ト
に
は

約や
く

３
０
０
人に

ん

が
来ら

い

場じ
ょ
うし
、
ブ

ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
節ふ

し

目め

を

祝い
わ

っ
た
。

　

同ど
う

会か
い

の
顧こ

問も
ん

は
斉さ

い

藤と
う

達た
つ

也や

市し

議ぎ

。
在ざ

い

ブ
ラ
ジ
ル
顧こ

問も
ん

の

細ほ
そ

川か
わ

多た

美み

子こ

さ
ん
（
人じ

ん

文も
ん

研け
ん

理り

事じ

）
も
特と

く

別べ
つ

に
参さ

ん

加か

し
、

一い
っ

緒し
ょ

に
祝い

わ

っ
た
。

　

同ど
う

日じ
つ

は
パ
ゴ
ッ
ヂ
や
カ
ポ
エ

イ
ラ
、
ア
シ
ェ
ー
の
伯は

く

文ぶ
ん

化か

が
集あ

つ

ま
り
、
横よ

こ

浜は
ま

市し

消し
ょ
う

防ぼ
う

音お
ん

楽が
く

隊た
い

の
発は

っ

表ぴ
ょ
うも
行お

こ

な
わ
れ
た
。

「
み
ん
な
で
踊お

ど

ろ
う
！
横よ

こ

浜は
ま

市し

歌か

サ
ン
バ
」
で
は
、
来ら

い

場
じ
ょ
う

者し
ゃ

も
サ
ン
バ
・
ノ
・
ペ
を
踏ぶ

み
、

大お
お

い
に
盛も

り
上あ

が
っ
た
。

　

マ
リ
ン
ク
ラ
ブ
油

あ
ぶ
ら

絵え

同ど
う

好こ
う

会か
い

（
篠し

の

又ま
た

幸ゆ
き

市い
ち

郎ろ
う

代だ
い

表ひ
ょ
う）
の

「
第だ

い

１
７
回か

い

絵か
い

画が

展て
ん

」
が

２
７
～
２
９
の
３
日か

間か
ん

、
在ざ

い

聖せ
お

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

３
階か

い

（A
v. 

P
au

lista, 8
5

4
, B

ela 
V

ista

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。
在ざ

い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

と
東と

う

京き
ょ
う

海か
い

上
じ
ょ
う

保ほ

険け
ん

が
後こ

う

援え
ん

。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。

　

東と
う

京き
ょ
う

海か
い

上じ
ょ
う

保ほ

険け
ん

の
元も

と

駐
ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
７
人に

ん

が
描か

い

た
約や

く

３
０
点て

ん

の
油

あ
ぶ
ら

絵え

、
ア
ク

リ
ル
画が

が
展て

ん

示じ

さ
れ
る
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
篠し

の

又ま
た

さ
ん
、
相あ

い

田だ

祐や
す

弘ひ
ろ

さ
ん
は

「
最さ

い

近き
ん

で
は
絵え

を
描か

く
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

も
少す

く

な
く
な
り
、
メ
ン
バ
ー

も
少す

く

な
く
な
り
ま
し
た
が

細こ
ま

々ご
ま

と
続つ

づ

け
て
い
ま
す
。
奥お

く

深ぶ
か

い
絵え

の
世せ

界か
い

を
楽た

の

し
ん
で
」

と
呼よ

び
か
け
た
。

文ぶ
ん

化か

と
日に

本ほ
ん

の
文ぶ

ん

化か

が
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

し
て
い
る
》
と
締し

め
く
く
っ

た
そ
う
。
そ
れ
を
読よ

ん
で
、

す
ぐ
に
ピ
ン
と
き
た
。
以い

前ぜ
ん

、
首し

ゅ

都と

の
コ
チ
ア
青せ

い

年ね
ん

の

荒あ
ら

木き

茂し
げ

高た
か

さ
ん
（
故こ

人じ
ん

）
か

ら
、「
パ
ラ
シ
オ
・
デ
・
ア

ウ
ボ
ラ
ー
ダ
（
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

公こ
う

邸て
い

）
の
裏う

ら

に
は
、
実じ

つ

は
立り

っ

派ぱ

な
日に

本ほ
ん

庭て
い

園え
ん

が
あ
っ
た
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
草く

さ

分わ

け
の
一ひ

と

人り

、
小お

野の

山や
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う

（
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

人じ
ん

）
と

い
う
農の

う

業ぎ
ょ
う

技ぎ

師し

が
い
て
、
庭に

わ

師し

の
仕し

事ご
と

を
し
て
い
た
関か

ん

係け
い

で
、
彼か

れ

は
ジ
ュ
ッ
セ
リ
ー

ノ
・
ク
ビ
チ
ェ
ッ
キ
（
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う）
と
ベ
ン
ア
ミ
ー
ゴ
だ
っ

た
」
と
の
話は

な
し

を
聞き

い
た
の
を

思お
も

い
出だ

し
た
。
ま
さ
に
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うと
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

人じ
ん

農の
う

業ぎ
ょ
う

技ぎ

師し

の

友ゆ
う

情じ
ょ
うが
生う

み
出だ

し
た
「
文ぶ

ん

化か

共き
ょ
う

存ぞ
ん

」
の
よ
う
だ
。

　

会か
い

議ぎ

は
、
祭さ

い

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

メ

ン
バ
ー
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
約や

く

３
０
人に

ん

が
参さ

ん

加か

し
、
本ほ

ん

紙し

の
深ふ

か

沢さ
わ

正ま
さ

雪ゆ
き

編へ
ん

集し
ゅ
う

長ち
ょ
うの
司し

会か
い

進し
ん

行こ
う

で
行

お
こ
な

わ
れ
た
。
組そ

織し
き

体た
い

制せ
い

、
年ね

ん

間か
ん

祭さ
い

典て
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

、
資し

金き
ん

調ち
ょ
う

達た
つ

、

笠か
さ

戸と

丸ま
る

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う、
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭さ
い

と
の
式し

き

典て
ん

併へ
い

催さ
い

、
国こ

く

士し

舘か
ん

再さ
い

開か
い

発は
つ

事じ

業ぎ
ょ
う、
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

ご
歓か

ん

迎げ
い

、
１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

聖せ
い

市し

会か
い

場じ
ょ
う

「
も
っ
と
眞ま

子こ

様さ
ま

と
身み

近ぢ
か

に
」

110
周し

ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

が
反は

ん

省せ
い

会か
い

　

海か
い

外が
い

店て
ん

は
現げ

ん

在ざ
い

、
米べ

い

国こ
く

、

カ
ナ
ダ
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム

な
ど
に
１
７
店て

ん

舗ぽ

。
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

店て
ん

を
総そ

う

合ご
う

す
れ
ば
約や

く

１
２
０
店て

ん

舗ぽ

に
も
な
る
。

　

田た

所ど
こ
ろ

社し
ゃ

長ち
ょ
う

は
「
去き

ょ

年ね
ん

６

月が
つ

の
段だ

ん

階か
い

で
、
１
０
年ね

ん

間か
ん

で

９
０
万ま

ん

人に
ん

の
お
客

き
ゃ
く

様さ
ま

が
来こ

ら

れ
た
１
号ご

う

店て
ん

の
実じ

っ

績せ
き

は
、
予よ

想そ
う

を
は
る
か
に
超こ

え
た
も

の
。
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

の
主し

ゅ

要よ
う

店て
ん

に

「
ら
ー
め
ん
和か

ず

」
移い

転て
ん

祝い
わ

い
に

ト
ラ
イ
社し

ゃ

の
田た

所ど
こ
ろ

社し
ゃ

長ち
ょ
う

ら
来ら

い

聖せ
い

約や
く

３
０
０
人に

ん

が
参さ

ん

加か

、
サ
ン
バ
踊お

ど

る

横よ
こ

浜は
ま

で
移い

民み
ん

１
１
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

２
日か

、
好こ

う

評ひ
ょ
う

の
筍

た
け
の
この
水み

ず

煮に

も

大お
お

阪さ
か

な
に
わ
会か

い

慈じ

善ぜ
ん

バ
ザ
ー

も
劣お

と

ら
な
い
」
と
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

。

　

そ
の
一い

っ

方ぽ
う

で
、
週

し
ゅ
う

末ま
つ

に
は

長ち
ょ
う

蛇だ

の
列れ

つ

が
出で

来き

て
い
た
。

長は

谷せ

川が
わ

取と
り

締し
ま
り

役や
く

は
「
地ち

方ほ
う

か

ら
家か

族ぞ
く

で
わ
ざ
わ
ざ
食た

べ
に

来こ

ら
れ
た
お
客

き
ゃ
く

様さ
ま

か
ら
、『
こ

ん
な
長な

が

い
列れ

つ

に
並な

ら

ぶ
気き

に
な

れ
な
い
』
と
の
苦く

情じ
ょ
うを
た
く

さ
ん
い
た
だ
い
て
い
た
。
だ

か
ら
店て

ん

舗ぽ

を
大お

お

き
く
し
た
」

と
移い

転て
ん

の
理り

由ゆ
う

を
説せ

つ

明め
い

し

た
。

　

い
ま
南な

ん

米べ
い

で
は
聖せ

い

市し

で
２

店て
ん

舗ぽ

だ
が
、
ペ
ル
ー
や
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
か
ら
の
出

し
ゅ
っ

店て
ん

要よ
う

請せ
い

も
あ
り
、
田た

所ど
こ
ろ

社し
ゃ

長ち
ょ
うは
「
い

ず
れ
こ
こ
で
食

し
ょ
く

材ざ
い

を
作つ

く

っ
て

供き
ょ
う

給き
ゅ
う

す
る
体た

い

制せ
い

が
作つ

く

れ
れ

ば
」
と
期き

待た
い

す
る
。
一い

っ

行こ
う

は

２
２
日に

ち

に
着

ち
ゃ
く

聖せ
い

、
２
６
日に

ち

に

米べ
い

国こ
く

を
経へ

て
帰き

朝ち
ょ
うす
る
。

　

大お
お

阪さ
か

な
に
わ
会か

い

（
下し

も

平ひ
ら

尾お

哲て
つ

男お

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
「
第だ

い

９
１

回か
い

慈じ

善ぜ
ん

バ
ザ
ー
」
を
来ら

い

月げ
つ

２

日か

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
、
同ど

う

会か
い

館か
ん

（R
u

a D
om

in
go

s d
e 

M
o

ra
is, 15

81

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

の
手し

ゅ

芸げ
い

品ひ
ん

（
編あ

み

物も
の

、
エ
プ
ロ
ン
、
布ふ

巾き
ん

）
を

は
じ
め
、
約や

く

４
０
の
バ
ザ
リ

ス
タ
の
出

し
ゅ
っ

店て
ん

が
あ
る
。

　

ま
た
食

し
ょ
く

堂ど
う

で
は
、
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

手て

製せ
い

の
寿す

司し

料り
ょ
う

理り

（
巻ま

き
寿す

司し

や
散ち

ら
し
寿ず

司し

）、
な
に

わ
う
ど
ん
な
ど
の
大お

お

阪さ
か

の
味あ

じ

が
楽た

の

し
め
る
ほ
か
、
パ
ス
テ

ル
や
お
汁し

る

粉こ

な
ど
も
。
そ
の

ほ
か
、
下し

も

平ひ
ら

尾お

会か
い

長ち
ょ
うの
シ
ャ

カ
ラ
で
取と

れ
た
新し

ん

鮮せ
ん

な
筍

た
け
の
この

水み
ず

煮に

も
販は

ん

売ば
い

さ
れ
る
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
久く

保ぼ

美み

恵え

子こ

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

長ち
ょ
う、
高た

か

瀬せ

千ち

秋あ
き

さ
ん

は
「
筍

た
け
の
こは
下し

た

処し
ょ

理り

が
面め

ん

倒ど
う

く

さ
い
が
、
新し

ん

鮮せ
ん

な
筍

た
け
の
こを
あ
く

「成
せい

功
こう

だが菊
きく

地
ち

氏
し

に依
い

存
ぞん

しすぎ」
（７） ２０１８年第５１２９号 	１１月	２４日	（土曜日）

会
かい

議
ぎ

には約
やく

３０人
にん

の祭
さい

典
てん

委
い

員
いん

会
かい

メンバーが参
さん

加
か

した

来
らい

社
しゃ

したみなさん（左
ひだり

から長
は

谷
せ

川
がわ

取
とり

締
しまり

役
やく

、田
た

所
どころ

社
しゃ

長
ちょう

ら）

つ
』
と
聞き

か
れ
て
い
る
」（
前ま

え

田だ

フ
ァ
ビ
オ
）
と
ノ
ロ
エ
ス
テ

沿え
ん

線せ
ん

で
熱ね

っ

狂き
ょ
う

的て
き

に
歓か

ん

迎げ
い

さ
れ

た
こ
と
を
紹

し
ょ
う

介か
い

。
一い

っ

方ぽ
う

で
聖せ

い

市し

式し
き

典て
ん

は
「
マ
リ
ン
ガ
ー
で

は
エ
キ
ス
ポ
の
な
か
を
眞ま

子こ

さ
ま
が
歩あ

る

い
て
視し

察さ
つ

さ
れ
た

が
、
聖せ

い

市し

会か
い

場じ
ょ
うで
は
一い

っ

般ぱ
ん

人じ
ん

と
の
接せ

っ

触し
ょ
くが
殆ほ

と

ん
ど
な
か
っ

た
」（
深ふ

か

沢さ
わ

）、「
式し

き

典て
ん

会か
い

場
じ
ょ
う

内な
い

を
車く

る
ま
で
巡

じ
ゅ
ん

回か
い

い
た
だ
く
こ

と
が
出で

来き

た
の
で
は
」（
大お

お

城し
ろ

幸ゆ
き

雄お

）
と
惜お

し
む
声こ

え

も
。

　

記き

念ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
うで
あ
る
国こ

く

士し

舘か
ん

再さ
い

開か
い

発は
つ

事じ

業ぎ
ょ
うに
つ
い
て
は
、

１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
向む

け
て
「
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

や
三さ

ん

、
四よ

ん

世せ
い

な
ど
コ

ロ
ニ
ア
か
ら
離は

な

れ
た
若わ

か

い
世せ

年ね
ん

初は
つ

釜が
ま

、
文ぶ

ん

協き
ょ
う

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

が
満ま

ん

員い
ん

と
な
っ
た
移い

民み
ん

の
日ひ

仏ぶ
っ

式し
き

法ほ
う

要よ
う

を
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る
声こ

え

も
あ
が

っ
て
い
た
。
ま
た
、
２
千せ

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うの
芸げ

い

能の
う

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

を
動ど

う

員い
ん

し
た
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

当と
う

日じ
つ

の
シ
ョ

ー
「
結ゆ

い

」
は
、「
は
じ
め
は
意い

思し

疎そ

通つ
う

が
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
最さ

い

後ご

に
は

驚お
ど
ろ

き
と
満ま

ん

足ぞ
く

を
も
っ
て
終お

え

ら
れ
た
。
絆き

ず
な

を
深ふ

か

め
、
次つ

ぎ

に

　

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
年ね

ん

間か
ん

記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

に
つ
い
て
は
、
今こ

年と
し

だ

け
の
独ど

く

自じ

企き

画か
く

は
少す

く

な
く
、

恒こ
う

例れ
い

行ぎ
ょ
う

事じ

に
冠

か
ん
む
りを
つ
け
た
だ

け
の
も
の
が
多お

お

か
っ
た
と
の

声こ
え

も
。
そ
の
一い

っ

方ぽ
う

で
、
拡か

く

充
じ
ゅ
う

を
図は

か

っ
て
豪ご

う

華か

版ば
ん

と
な
っ
た
新し

ん

代だ
い

を
取と

り
込こ

む
企き

画か
く

も
準

じ
ゅ
ん

備び

し
て
い
る
」（
栗く

り

田た

）、「
イ
ベ

ン
ト
を
地ち

方ほ
う

で
開か

い

催さ
い

す
る
こ

と
で
活か

っ

性せ
い

化か

の
刺し

激げ
き

と
な
る
」

（
安や

す

永な
が

）
な
ど
地ち

方ほ
う

と
の
連れ

ん

携け
い

を
訴う

っ
た
え
た
。
こ
の
反は

ん

省せ
い

会か
い

ま
で
を
含ふ

く

め
た
、
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

の
報ほ

う

告こ
く

書し
ょ

が
来ら

い

年ね
ん

初し
ょ

に
も
発は

っ

行こ
う

さ
れ
る
見み

通と
お

し
だ
。

抜ぬ

き
し
た
も
の
を
販は

ん

売ば
い

し
ま

す
。
煮に

し
め
で
も
何な

に

に
で
も

使つ
か

え
る
の
で
、
い
つ
も
早は

や

く

売う

り
切き

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

購こ
う

入に
ゅ
うは
お
早は

や

め
に
」
と
呼よ

び

か
け
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
同ど

う

会か
い

（
１
１
・ 

５
５
４
９
・
７
２
２
６
）
ま

で
。

　

ま
た
、
笠か

さ

戸と

丸ま
る

に
つ
い
て
の
紹

し
ょ
う

介か
い

の

あ
と
、
横よ

こ

浜は
ま

港こ
う

大だ
い

桟さ
ん

橋ば
し

で
小お

笠が
さ

原わ
ら

方ほ
う

面め
ん

に
旅た

び

立だ

つ
豪ご

う

華か

客き
ゃ
く

船せ
ん

「
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
ビ
ー
ナ
ス
」
を
サ

ン
バ
で
見み

送お
く

っ
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横よ

こ

浜は
ま

セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

で
は
１
８
日に

ち

ま

で
、
同ど

う

イ
ベ
ン
ト

関か
ん

連れ
ん

企き

画か
く

の
絵か

い

画が

展て
ん

「
海う

み

を
渡わ

た

っ
た
移い

民み
ん

た
ち
」、
写し

ゃ

真し
ん

展て
ん

「
遠と

お

く
て
近ち

か

い
国く

に

ブ

ラ
ジ
ル
」
を
開か

い

催さ
い

し
て
い
る
。

　

（左
ひだり

から）高
たか

瀬
せ

さん、久
く

保
ぼ

さん

（左
ひだり

から）相
あい

田
だ

さん、篠
しの

又
また

さん

マ
リ
ン
ク
ラ
ブ
絵か

い

画が

展て
ん

、
２
７
日に

ち

か
ら



Shinzo Abe espera que Coreia 
do Sul aja com responsabilidade 
sobre questão das chamadas 
mulheres de conforto
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Diplomacia (21/11/2018)

O premiê japonês, Shinzo 
Abe, se mostrou esperanço-
so de que a Coreia do Sul aja 
de maneira responsável com 
relação a um acordo bilate-
ral celebrado em 2015 que 
visa resolver a questão das 
chamadas mulheres de con-

forto do período da guerra.
Abe falou sobre a questão 
na quarta-feira após a Co-
reia do Sul anunciar a dis-
solução do fundo de apoio 
a essas mulheres, que havia 
sido criado nos termos do 
acordo.

Ele disse que os países con-
cordaram em resolver de 
maneira final e irreversível 
a questão.
Abe ressaltou que o Japão 
implementou fielmente o 
pacto.
O premiê acrescentou que as 

Uma pesquisa do governo 
japonês revelou que cerca 
de 40 por cento das cons-
trutoras que empregam tra-
balhadores estrangeiros sob 
um programa de emergência 
tiveram problemas com pa-
gamentos.
Para aliviar a escassez de 
mão de obra na reta final 
para os Jogos Olímpicos e 
Paralímpicos de Tóquio de 
2020, o governo está permi-

O presidente do conse-
lho da fabricante japonesa 
de carros, Nissan Motor, 
Carlos Ghosn, foi preso na 
segunda-feira sob suspeita 
de relatar falsamente seus 
ganhos em cerca de 44 mi-
lhões de dólares.
Ghosn mostrara uma for-
te liderança como chefe da 
Nissan. É quase certo que 

Os ministros da Economia 
do Japão e da França com-
binaram que os dois países 
continuarão a apoiar a alian-
ça Nissan-Renault.
Hiroshige Seko, o ministro 
japonês da Economia e Co-
mércio, conversou na terça-

relações bilaterais não po-
dem se sustentar se qualquer 
uma das partes deixar de 
cumprir as promessas feitas 
como membros da comuni-
dade internacional.

Trabalhadores estrangeiros (22/11/2018)

Nisssan (20/11/2018)

Nissan (21/11/2018)

Pesquisa do governo japonês revela que empresas tiveram 
problemas com pagamentos de trabalhadores estrangeiros

Prisão de Carlos Ghosn da Nissan Motor causa dúvidas 
sobre a companhia

Ministérios da Economia do Japão e da França 
continuarão a apoiar aliança Nissan-Renault

tindo que construtoras e em-
presas do setor naval contra-
tem mais estrangeiros que o 
autorizado anteriormente.
O secretário-chefe do Gabi-
nete, Yoshihide Suga, disse 
na quinta-feira que o Mi-
nistério dos Transportes e 
Infraestrutura realizou uma 
pesquisa no ano fiscal de 
2017 com 518 empresas. 
Suga afirmou que o ministé-
rio está instruindo as empre-

sua prisão fará forçar o fa-
bricante de carros a revisar 
sua estratégia comercial.
Outro executivo da Nissan, 
Greg Kelly, foi preso.
O presidente da Nissan, Hi-
roto Saikawa, disse à im-
prensa, na segunda-feira, 
que acredita que o poder 
concentrado nas mãos de 
uma única pessoa foi um dos 

feira por telefone com Bru-
no Le Maire, sua contraparte 
francesa. Seko abordou a 
prisão de Carlos Ghosn, pre-
sidente do conselho da Nis-
san Motor devido a supostas 
irregularidades financeiras. 
Ghosn é também o CEO e 

sas envolvidas a melhorar 
a situação. Ele acrescentou 
que o governo precisa conti-
nuar a supervisionar e orien-
tar as companhias.
O secretário-chefe do Gabi-
nete foi perguntado se pro-
blemas similares poderiam 
ocorrer caso o Japão amplie 
a quantidade de trabalhado-
res estrangeiros ao criar no-
vos vistos no início de abril 
do ano que vem.

fatores por trás do incidente.
Ghosn que já estava na li-
derança da Renault, fabri-
cante francês de carros, foi 
para a parceira Nissan em 
1999 a fim de recuperar o 
fabricante japonês de carros, 
então em dificuldades, usan-
do meios de cortar custos. 
Ele trabalhou no sentido de 
manter a aliança entre a Nis-

Um ex-executivo da Nis-
san Motor disse à NHK que 
a cultura da companhia gira-
va em torno da liderança do 
presidente do seu conselho, 
Carlos Ghosn. Ghosn foi 
preso esta semana acusado 
de improbidade fiscal.
Em entrevista à NHK, o ex
-executivo, que prefere não 
revelar seu nome, disse que 
Ghosn estava cercado de 
funcionários leais que con-
fiavam cegamente no líder.
Ele disse ainda que a cultu-

ra da empresa permitia que 
Ghosn se envolvesse com 
irregularidades.
Segundo o ex-executivo, 
Ghosn deixou uma ótima 
impressão quando assumiu 
a Nissan em 1999.
Sobre Ghosn, ele diz: “Ele 
era cheio de energia e elo-
quente. Ele deu a impressão 
de que era capaz de mudar 
as coisas.”
Ghosn obteve sucesso ime-
diato, mas, de acordo com 
o entrevistado, isso levou as 

pessoas a terem uma con-
fiança excessiva no presi-
dente.
Para o ex-executivo da Nis-
san, esta cultura de hiper-
confiança acabou gerando 
uma claque de executivos 
incapazes de discordar com 
Ghosn. Na opinião dele, as 
coisas começaram aos pou-
cos a sair dos trilhos.
Ele diz ter notado mudanças 
por volta de 2005, quando 
Ghosn assumiu, além da 
liderança da Nissan, a pre-

Confiança exagerada em Ghosn 
permitiu irregularidades, diz ex-
executivo da Nissan

Carlos Ghosn (21/09/2018)

sidência da Renault. A am-
bição de Ghosn parece ter 
aumentado na época. O ex
-executivo diz que a empre-
sa já era enorme, que Ghosn 
queria fortalecer ainda mais 
a aliança, e que neste perí-
odo percebeu que o presi-
dente estava usando muito o 
termo “global”.
De acordo com o ex-execu-
tivo da Nissan, o novo clima 
permitiu que Ghosn colo-
casse pessoas leais em po-
sições-chave e agisse como 
bem entendesse.

A Organização para Co-
operação Econômica e De-
senvolvimento, ou OCDE, 
informou que reduziu suas 
projeções para o crescimen-
to econômico global no ano 
que vem. A organização 
menciona complicações 
como a disputa comercial 
entre EUA e China como 
motivo para a redução.
A OCDE divulgou na quar-
ta-feira em seu mais recen-
te relatório de perspectivas 
econômicas que o PIB bru-

A cidade de Sapporo, no 
norte do Japão, registrou 
a primeira precipitação de 
neve da temporada.
Meteorologistas confirma-
ram a ocorrência do fenô-
meno na capital da Provín-
cia de Hokkaido por volta 
da meia-noite de terça-feira. 
Com o anúncio, a neve deste 
ano caiu 23 dias mais tarde 
do que a média. Em com-
paração com o ano passado, 

Economia global (22/11/2018)

Clima (20/11/2018)

OCDE reduz projeções 
de crescimento 
econômico global

Primeira precipitação de 
neve em Sapporo chega 
com atraso recorde

to global deve ter cres-
cimento real de 3,5 por 
cento em 2019, e man-
teve a projeção para este 
ano em 3,7 por cento. A 
organização afirma que 
o pico recente do cresci-
mento econômico global 
já ficou para trás.
A OCDE reduziu as pro-
jeções de crescimento do 
Japão em 2018 de 1,2 por 
cento para 0,9 por cento e 
em 2019 de 1,2 por cento 
para 1 por cento.

o atraso foi de 28 dias. 
Esta foi a neve mais tar-
dia a cair na cidade desde 
1890.
Autoridades já haviam 
registrado as primeiras 
precipitações de neve 
desta temporada em ou-
tras cidades na Província 
de Hokkaido. Na quar-
ta-feira, a neve chegara 
a Asahikawa, Abashiri e 
Wakkanai. Na segunda, 
foi a vez de Obihiro.

Suga respondeu que o go-
verno vai assegurar que es-
trangeiros recebam salários 
no mínimo equivalentes aos 
dos empregados japoneses. 
Ele acrescentou que uma 
nova agência para supervi-
sionar imigração será criada 
a fim de garantir uma super-
visão apropriada das empre-
sas que utilizarem mão de 
obra estrangeira.

san, a Mitsubishi Motors e a 
Renault, da qual o governo 
francês é o principal acio-
nista.
A Nissan tenciona lançar 
um painel de especialistas 
independentes e outros, o 
mais cedo possível, a fim de 
estudar o problema.

presidente do conselho da 
Renault.
Os dois conversaram sobre 
as consequências da prisão 
do executivo nascido no 
Brasil. Para os ministros, 
a aliança de quase 20 anos 
entre as duas gigantes do 

setor automotivo simboli-
za o sucesso da cooperação 
industrial entre o Japão e a 
França.
O governo francês é o acio-
nista majoritário da Renault, 
com mais de 15% das ações 
da companhia. A Renault, 
por sua vez, detém mais de 
43% das ações da Nissan.
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